
今
月
の
主
な
内
容

C
o
n
te
n
ts 2３3461525

　

農
商
工
連
携
で
誕
生
し
た
新
し
い
四

万
十
ブ
ラ
ン
ド
の
か
り
ん
と
う
（
商
品

名：

４
０
０
１
０ 

し
ま
ん
と
う
）
が
６
月

17
日
、
中
村
地
域
14
校
の
学
校
給
食
に
登

場
。

　

「
地
元
で
安
心
し
て
食
べ
て
も
ら
え
る

身
近
な
お
や
つ
」
を
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
、
有
限
責
任
会
社
「
Ｌ
Ｌ
Ｐ
し
ま
ん

と
」
と
地
元
農
家
が
連
携
し
て
開
発
し
た

も
の
で
す
。

　

「
ゆ
ず
」「
し
ょ
う
が
」「
プ
レ
ー
ン
」
の

３
種
類
が
既
に
市
内
外
で
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、

そ
の
良
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
学

校
給
食
の
「
食
育
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
提

供
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

し
ま
ん
と
市
民
祭
　

地
域
づ
く
り
支
援
職
員
を
増
員
　
　
　
　
　
　
　

地
域
集
落
再
生
事
業
講
演
会

起
業
、
新
し
い
事
業
展
開
を
支
援

被
災
地
支
援
活
動
報
告

平
成
23
年
度 

国
民
健
康
保
険
税

第
30
回 

市
民
大
学
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　ゆずの味がほんまに出ちょう！（学校給食に初登場した特産かりんとう）



問 しまんと市民祭実行委員会事務局（観光課内）

34）1783

第７回しまんと市民祭

なかむら踊り・しまんと提灯台パレード開催

第７回しまんと市民祭

なかむら踊り・しまんと提灯台パレード開催

第７回しまんと市民祭

なかむら踊り・しまんと提灯台パレード開催

８月６日（土）

期　　日
15:40～19:20
19:00～21:30

時　　間
なかむら踊りパレード
しまんと提灯台パレード

翌週に延期
中止

催　し　物

８月７日（日）
８月２７日（土）

・協賛行事　〈（財）四万十市体育協会　☎(37)4558〉
※時間等については、若干変更する場合があります。

10:00～13:00
17:30～21:00

第６１回全日本女郎ぐも相撲大会
しまんと納涼花火大会、他

雨天の場合

翌日に順延
〃

８月７日(日) 10:00～12:00 第１８回四万十川水泳マラソン大会 荒天中止

なかむら踊り

・四国電力グループ

・四万十市役所チーム

・市役所正調踊り子チーム

・ひかり乳幼児保育園Ｏ.Ｂ

・Monkey BANANA

・カズダンススクール

・リアルスクラップ

・ソウルクリームダンススタジオ

・四万十鼓笛バンド

しまんと提灯台パレード

・アピアさつき
・大橋通４丁目提灯台
・京町提灯台（京町子供提灯台）
・栄町
・四国電力グループ
・太鼓台保存会（子供太鼓台）
・天神橋区
・中村青年会議所
・南京会
・幡多信用金庫
・フジグラン四万十テナント会

●パレードコース（提灯台） （踊り）

●参加予定団体

●なかむら踊り･しまんと提灯台パレード
【募集締切】踊　 り 　子 ：７月１５日（金）
　　　　　　提灯台担ぎ手：７月２９日（金）
　　　　　　※子ども提灯台の担ぎ手も募集しています。
興味のある方は事務局までご連絡を、参加団体をご紹介します。
●全日本女郎ぐも相撲大会(場所：一條神社境内)
　　中学生以下の参加者
　　※8月７日(日) 当日受付：9時～10時
●ストリートパフォーマンス（郷土芸能）
　花火大会でパフォーマンス等を行える団体または個人
　【募集締切】８月５日（金）

イベント参加者募集中！

１等　40型デジタルハイビジョン液晶テレビ（１０本）
２等　ハイビジョンビデオカメラ（５本）
３等　ドコモスマートフォン（１０本）
４等　デジタルカメラ（１０本）
５等　自転車（２０本）
６等　四万十川観光遊覧船共通乗船券（１００本）

納涼花火大会クジ付き協賛券～好評販売中　￥１
，
,０００～

豪華景品が
当たる!!

豪華景品が
当たる!!

　四万十川支流の中で屈指の透明度を誇る美しい黒尊川で、山々に囲まれた奥屋内上の温かい人情にふれて、夏休みの
素敵な一日を家族で過ごしてみませんか。
日　　時　8月6日（土）　10時～15時
集合場所　奥屋内上公民館（口屋内大橋から黒尊川を15㎞上流）
募集人数　30人
参加費　　大人：2500円　小学生：1000円　小学生未満：無料　　※昼食代、保険代含む
体験内容　
●川遊び、水中宝探し　●野菜の収穫、は釜の飯炊き、カレー作り
申込締切　8月4日（木）
問い合わせ・申込先/西土佐体感ツーリズム事務局「山間屋」　☎（31）6474  FAX（31）6475

四万十 奥屋内天然色堂の夏休み体験

文
化
セ
ン
タ
ー

東
下
町

京
町

新
町

四
国
銀
行

高
知
銀
行

裁
判
所

本
部

パレード終了
～21:30(予定)

鶴井
公園

幡多信金

市役所

スーパー

中村小学校 中学校

コンビ二

コンビ二 コンビ二

GS

GS

市民病院

商工
会議所

パレード終了
～21:30(予定)

パレード終了
～21:30(予定)

出発式19:00(19:15)

スタート19:20～

山車整列区間

一条通天神橋

山車整列区間

文
化
セ
ン
タ
ー

東
下
町

京
町

新
町

四
国
銀
行

高
知
銀
行

裁
判
所

本
部

鶴井
公園

幡多信金

市役所

スーパー

中村小学校 中学校

コンビ二

コンビ二 コンビ二

GS

GS

市民病院

商工
会議所

新ロイヤル
ホテル四万十

新ロイヤル
ホテル四万十

出発式
15:40(15:55)

スタート
16:00～

一条通天神橋

パレード終了
最後尾 19:20

踊り子休憩場所

山車整列区間

後半スタート
先頭 17:15

前半終了
最後尾 18:00

中
村
病
院

パレード終了
～21:30(予定)
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地
域
集
落
再
生
事
業

　

〝
や
ね
だ
ん
〞
講
演
会

地域づくり支援職員を増員

職
員
名（
太
字
は
チ
ー
ム
長
、カ
ッ
コ
内
は
所
属
）

　

薦
田
則
一(

市
民
病
院
事
務
局)

　

井
口
敦（
福
祉
事
務
所
）

　

川
村
史
恵(

保
健
介
護
課)

　

岡
田
圭
一(
都
市
整
備
課)

　

宮
崎
史(

企
画
広
報
課) 

　

武
内
直
樹(

商
工
課)
　

岡
田
咲
子(

市
民
病
院
事
務
局) 

　

遠
近
由
幸(

企
画
広
報
課)
　

梶
谷
卓
志(

林
業
課)

　

池
田
里
恵(

東
中
筋
保
育
所) 

　

津
野
智
宏(

建
設
課)

　

宮
崎
智
也(

学
校
教
育
課) 

　

戸
田
裕
介(

保
健
介
護
課)

　

齋
藤
慎
一(

支
所
産
業
建
設
課) 

　

川
村
慎
也(

生
涯
学
習
課)

　

佐
竹
孝
一
郎(

総
務
課) 

　

田
中
邦
典(

財
政
課)

　

今
城
烈(

農
業
課)

　

　

宮
地
朱
美(

東
山
保
育
所) 

　

安
岡
栄
治(

税
務
課)

　

小
栗
史
也(

観
光
課) 

　

武
内
俊
治(

水
道
課)

　

宮
本
雄
史（
建
設
課
）

　

伊
勢
脇
正
大（
都
市
整
備
課
）
　

浦
田
真
輝（
環
境
生
活
課
）

　

宇
都
宮
朋
彦（
保
健
介
護
課
）
　

田
中
一
希（
保
健
介
護
課
）

　

谷
口
忠
之(

支
所
地
域
企
画
課)

　

藤
本
啓
文(

支
所
地
域
企
画
課) 

　

田
邊
秀
樹(

西
土
佐
事
務
所)

　

室
津
康
志(

支
所
住
民
課) 

　

島
村
祐
一(

税
務
課)

　

森
誠
樹(

支
所
産
業
建
設
課)

　

高
橋
政
幸（
支
所
保
健
課
）
　

山
中
康
世（
川
﨑
保
育
園
）

担

当

区

古

津

賀

第
２
団
地

井

沢

間

崎

荒

川

横

瀬

田
野
川
乙

勝

間

伊

才

原

住

次

郎

愛

宕

町

本

町

一
・
二

入

田

上

口

鴨

川

中

組

中

家

地

奥
屋
内
上

玖

木

地域中　　　　　村西土佐

　

市
で
は
、高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
集
落
機
能
の
維
持
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
る
地

域
で
も
、高
齢
者
が
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、昨
年
6
月
、12
地
区
に
27
名
の
地
域
づ
く
り
支

援
職
員
を
配
置
し
、地
元
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

１
年
間
実
施
し
て
き
た
結
果
を
受
け
て
、今
年
度
は
対
象
地
区
を
４
地
区（
愛
宕
町
・
本
町
、

入
田
上
、口
鴨
川
、玖
木
）、支
援
職
員
を
８
名
増
や
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
地
域
づ
く
り
支
援
職
員
は
、左
の
と
お
り
で
す
。地
域
を
守
る
た
め
に
、一
緒
に

汗
を
か
き
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
★
は
新
し
く
追
加
さ
れ
た
地
区
）

●
問
い
合
わ
せ
先
　

（
本
庁
）企
画
広
報
課 

秘
書
広
報
室 

広
報
公
聴
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
3
4
）1
1
1
1　

内
線 

2
3
4
6
、2
3
4
7

●
問
い
合
わ
せ
先
　

（
本
　
　

庁
）企
画
広
報
課 

企
画
調
整
係
　

☎（
3
4
）1
1
2
9

　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

　

6
月
18
日（
土
）、19
日（
日
）の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
、

地
域
づ
く
り
日
本
一
の
集
落
〝
や
ね
だ
ん
〞
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
柳
谷
集
落
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
豊
重
哲
郎
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を
市
立
中
央
公

民
館
と
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

遠
く
は
、本
山
町
や
四
国
中
央
市
な
ど
、県
内
外
か
ら

両
会
場
合
わ
せ
て
約
2
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
率
が
約
4
割
の
柳
谷
集
落
で
の
豊
重
さ
ん
の

15
年
間
に
お
よ
ぶ
取
り
組
み
を
通
し
て
、地
域
を
経
営
し
、

維
持
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

地
域
再
生
に
は
、行
政
に
頼
り
き
り
に
な
る
の
で
は
な

く
、自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、人
間
は
誰
で
も
社
会
に

貢
献
で
き
る
力
を
持
っ
て
お
り
、そ
れ
を
引
き
出
す
こ
と

が
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
求
め
ら
れ
る
力
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
自
身
の
体
験
を
交
え
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
コ
ー
チ
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、「
子
ど
も（
集
落
に
暮
ら
す
人
）の
や
る
気
を
引
き
出

す
テ
ク
ニ
ッ
ク
」や
、「
リ
ー
ダ
ー
は
決
し
て
天
狗
に
な
っ

て
は
い
け
な
い
」こ
と
を
、体
全
体
を
使
っ
て
熱
く
語
る

姿
は
70
歳
と
は
到
底
思
え
ま
せ
ん
！ 

　

地
域
づ
く
り
の
必
要
性
を
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、こ
の

講
演
を
き
っ
か
け
に
、こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
が
ど
う
考
え
、

動
い
て
い
く
か
が
、四
万
十
市
に
と
っ
て
の
地
域
再
生
の

カ
ギ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

地
域
集
落
再
生
事
業

　

〝
や
ね
だ
ん
〞
講
演
会

か
の
や
し
や
な
ぎ
だ
に

と
よ
し
げ
て
つ
ろ
う

★★★★
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商
工
課
で
は
、地
域
に
お
け
る
新

た
な
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る
た

め
に
、四
万
十
市
ふ
る
さ
と
雇
用
企

画
提
案
型
雇
用
創
出
事
業
を
活
用

し
、民
間
の
自
由
な
発
想
や
企
画
を

活
か
し
、地
域
活
性
化
に
資
す
る
企

業
等
の
事
業
の
提
案
を
募
集
し
ま

す
。

　

事
業
内
容
等
は
市
内
の
事
業
所

に
お
い
て
、新
た
に
失
業
者
を
継
続

的
に
雇
い
入
れ
て
行
う
事
業
で
、①

介
護
・
福
祉
、
②
子
育
て
、
③
医
療
、

④
産
業
振
興
、
⑤
情
報
通
信
、
⑥
観

光
、
⑦
環
境
、
⑧
農
林
漁
業
、
⑨
治

安
・
防
災
、⑩
教
育
・
文
化
の
十
分
野

に
該
当
す
る
事
業
と
し
ま
す
。

　お互いが持っている技術とノウハウをいかしながら、新たな商品開発、新たなサービス提供などに取り組みたいという農
林漁業者や中小企業者を募集しています。
　四万十市農商工連携支援事業では、商品企画・開発段階から加工、販路開拓・拡大にいたるまで総合的に支援します。
　アイデアをお持ちの方は、まずは市にご相談ください。

◆事業内容・支援内容
◇調査、研究段階の支援
〔事業内容〕先進地視察、アドバイザー招致　など
〔補助率〕10／10以内（上限50万円）

◇事業の実施段階
〔事業内容〕商品開発・改良、販路開拓・販売促進、加工機械等の導入、施設整備　など
〔補助率〕１／２以内（上限50万円）

新たな雇用機会創出に対して人件費等支援します　～四万十市ふるさと雇用企画提案型雇用創出事業～

農商工連携に取り組む方を募集！　～四万十市農商工等連携支援事業～

新
し
い
事
業
展
開
を
図
る
た
め
に
、人
材
が
欲
し
い
な
ぁ
！
ふ
る
さ
と
雇

用
を
活
用
す
れ
ば
平
成
23
年
度
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
経
費
を
見
て
く

れ
る
ら
し
い
。今
度
説
明
会
が
あ
る
そ
う
な
の
で
行
っ
て
聞
い
て
み
よ
う
。

Ａ
社

7
/
15（
金
）
　

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
雇
用
企
画
提
案
型
雇
用
創
出
事
業

　
　
　
　
　
　

 

説
明
会
実
施

　
　
　
　
　
　

 

10
時
30
分
〜
11
時
30
分
　

市
役
所
3
0
5
号
室

※
概
要
説
明
、制
度
の
説
明
、質
疑
応
答
等
を
行
い
ま
す
。

市
商
工
課

平
成
23
年
度
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
1
0
0
％
の
経
費

を
見
て
く
れ
そ
う
だ
。
予
定
で
は
4
名
の
新
規
雇
用
を

見
込
ん
で
い
る
の
で
、
平
成
24
年
度
以
降
も
継
続
雇
用

が
条
件
だ
そ
う
だ
。
後
は
当
社
の
考
え
て
い
る
新
し
い

事
業
展
開
を
ど
う
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
か
だ
ね
！

Ａ
社

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
雇
用
企
画
提
案
型
雇
用
創
出
事
業
の
流
れ

7
/
26（
火
）
〜
7
/
28（
木
）
　

提
出
さ
れ
た
企
画
提
案
書
の
チ
ェ
ッ
ク

等
の
事
務
。提
出
業
者
に
対
し
て
審
査
委
員
会
に
つ
い
て
の
連
絡
事
務
な

ど
を
行
い
ま
す
。

市
商
工
課

7
/
29（
金
）
　

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
雇
用
企
画
提
案
型

雇
用
創
出
事
業
審
査
委
員
会
開
催 

市
役
所
3
0
3
号
室

各
業
者
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
審
査
を
実
施

し
ま
す
。

審
査
委
員
会

の
開
催

採
択
事
業
に
つ
い
て
、県
雇
用
労
働
政
策
課
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
事
業

実
施
へ
。

8
月
下
旬
〜
9
月
上
旬
を
め
ど
に
契
約
締
結
。

事
業
の
ス
タ
ー
ト
。

※
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
雇
用
企
画
提
案
型
雇
用
創
出
事
業
募
集
要
項
お
よ
び
提
出
に

関
す
る
各
様
式
集
は
四
万
十
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

（
市
）商
工
課
　

☎（
3
4
）1
1
2
6　

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
商
工
課

市
お
よ
び

各
業
者

●
説
明
会
に
申
込
み（
7
/
13（
水
）ま
で
）

●
帰
社
し
て
内
容
検
討

●
7
/
26（
火
）ま
で
に
企
画
提
案
書（
6
部
）提
出

●
各
業
者
に
対
し
て
採
択
お
よ
び
不
採
択
通
知

内　　容
公募の周知

事業説明会の申込受付

事業説明会の開催

応募書類の受付期間

審査委員会の実施

審査結果の通知・公表

日　　程
7月  1日（金）

7月13日（水）まで

7月15日（金）10：30～

7月26日（火）まで

7月29日（金）

8月上旬以降

【募集および選定等のスケジュール】

起業、新しい事業展開を支援します
①人件費支援・事業費支援についてのメニュー

②事業費支援についてのメニュー

■上記についての問い合わせ先　（市）商工課　☎（34）1126
平
成
23
年
7
月
号
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先
月
号
の
特
集
で
も
紹
介
し
た
集
落
営
農
組
織「
若
藤

営
農
組
合
」で
は
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
や
地
域
で
作
る

お
米（
若
藤
米
）の
P
R
の
一
環
と
し
て
、学
校
教
育
と
連

携
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、６
月
10
日
に
利
岡
小
学
校
の
全
校
児
童
40
人

を
地
区
に
招
き
、昨
年
か
ら
ア
イ
ガ
モ
農
法
を
実
践
し
て

い
る
田
ん
ぼ
を
使
っ
て
、田
植
え
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。こ
れ
は
、子
ど
も
た
ち
に
お
米
が
ど
の
よ
う
に
し

て
作
ら
れ
る
の
か
知
っ
て
も
ら
い
、ま
た
田
植
え
を
す
る

こ
と
で
自
然
に
触
れ
る
機
会
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
い

う
目
的
も
あ
り
ま
す
。

　

田
ん
ぼ
の
な
か
に
素
足
で
入
っ
た
児
童
た
ち
は
、「
ぬ

る
ぬ
る
し
て
気
持
ち
悪
い
」、「
足
が
抜
け
ん
な
る
」な
ど

大
騒
ぎ
。慣
れ
な
い
田
ん
ぼ
の
感
触
に
戸
惑
っ
た
様
子
で
、

最
初
は
な
か
な
か
う
ま
く
植
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、苦
戦

し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ツ
を
つ
か
む
と
植
え
る
姿
や
手
つ

き
も
様
に
な
り
ま
し
た
。服
が
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
も
、

楽
し
そ
う
に
田
植
え
を
す
る
児
童
た
ち
の
姿
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

　

今
後
は
、学
校
に
も
バ
ケ
ツ
稲
を
設
置
し
、苗
の
成
長

を
身
近
で
観
察
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、お
米
が
で
き
る
ま
で
の
一
連
の
過
程
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、ア
イ
ガ
モ
放
鳥
や
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
、ア

イ
ガ
モ
回
収
、お
米
の
収
穫
な
ど
を
引
き
続
き
利
岡
小
学

校
の
児
童
た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

　

市
は
、今
後
も
こ
の
よ
う
な
集
落
営
農
で
地
域
を
元
気

に
す
る
取
り
組
み
を
、積
極
的
に
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

集
落
営
農
で
地
域
に
貢
献
！

ゆ
ず
産
地
化
推
進
事
業 

希
望
者
募
集この看板が目印です

■
米
に
代
わ
る
品
目
と
し
て

「
ゆ
ず
」を
推
進

　

米
の
販
売
価
格
は
年
々
下
落
の
傾

向
に
あ
る
た
め
、
市
で
は
、
米
に
代
わ

る
品
目
と
し
て
「
ゆ
ず
」
の
産
地
化
を

目
指
し
、
平
成
22
年
度
か
ら
補
助
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

水
田
な
ど
の
「
平
場
」
で
の
ゆ
ず
栽

培
は
、
傾
斜
地
と
比
較
し
て
労
力
負
担

が
少
な
く
、
栽
培
管
理
も
し
や
す
い
た

め
、
よ
り
質
の
高
い
青
玉
・
黄
玉
出
荷

が
可
能
と
な
り
、
水
稲
栽
培
に
比
べ
て

農
家
所
得
の
向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
は
、5
人
の
方
が
当

事
業
を
活
用
し
、
約
1.2 

ha
の
水
田
な
ど

に
、
ゆ
ず
の
新
植
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
ほ
場
を
モ
デ
ル
園
と
し
て
位

置
づ
け
高
知
県
幡
多
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
、
J
A
高
知
は
た
幡
東
営
農
セ
ン

タ
ー
の
協
力
の
も
と
、
栽
培
に
関
す
る

助
言
等
を
行
い
、
数
年
後
の
青
果
出
荷

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
園
主
さ
ん
も
ゆ
ず
の
栽

培
は
未
経
験
で
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

目
立
っ
た
病
気
も
な
く
苗
木
は
順
調

に
育
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
モ
デ
ル
園
を
見
て
い
た

だ
い
て
ゆ
ず
栽
培
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

■
補
助
事
業
の
内
容

《
採
択
要
件
》

　

四
万
十
市
内
に
概
ね
10
a
以
上
の

ゆ
ず
栽
培
に
適
し
た
平
場
の
ほ
場
が

あ
る
人
で
ゆ
ず
栽
培
を
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
人

《
補
助
内
容
》

●
ゆ
ず
の
苗
木
代（
全
額
）

　

（
以
下
は
必
要
が
あ
る
場
合
の
み
）

●
有
害
鳥
獣
防
止
柵
資
材
購
入
に
か

　

か
る
経
費
の
2/3
以
内

●
隣
接
す
る
ほ
場
へ
の
農
薬
等
飛
散

　

防
止
等
の
た
め
の
資
材
購
入
に
か

　

か
る
経
費
の
2/3
以
内

《
募
集
面
積
》

約
1
ha

問
い
合
わ
せ
先

（
本
庁
）農
業
課 

農
業
振
興
係

☎（
3
4
）1
1
1
7

〜
利
岡
小
学
校 

田
植
え
体
験
〜

平
成
23
年
7
月
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津波から身を守る　～ 揺れたら高台へ ～
１．津波の特徴は　～速い、高い、繰り返す

２．津波避難のポイント

100秒ほどの強い揺れがお
さまったら

津波警報や津波注意報の発
表を待つことなく、自らの
判断で、直ちに避難します

海岸から「より遠く」では
なく、「より高い」場所を目
指して避難しましょう

安全な所に避難したら、津
波警報などが解除される
のを確認するまで避難を
継続しましょう

ゆれたら… とにかく… はしって… ６時間…

※避難の際、原則として自動車は使わないでください。(渋滞や落下物などにより走行できなくなります)
※津波は、最低6時間は繰り返し襲ってきます。また、最高津波が第１波とは限りません。

■問い合わせ先　（本庁）総務課 防災対策係　☎（35）2044

被
災
地
支
援
活
動
報
告

保
健
介
護
課
　

安
倍 

多
恵（
保
健
師
）

　

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

宮
城
県
南
三
陸
町
に
、
４
月
５
日
〜
11
日
、
高

知
県
の
保
健
師
活
動
支
援
の
一
員
と
し
て
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

　

町
の
被
害
状
況
は
、
町
内
の
７
割
が
津
波

で
被
災
し
、
残
っ
て
い
る
の
は
高
台
の
新
興

住
宅
、山
間
集
落
等
で
町
役
場
も
流
出
し
、行

政
機
能
は
マ
ヒ
し
た
状
態
で
し
た
。
現
地
入

り
し
た
時
の
印
象
は
、
テ
レ
ビ
で
見
た
以
上

に
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
身
近
に
感
じ
、
一
瞬

に
し
て
大
切
な
人
達
を
失
う
自
然
災
害
の
怖

さ
に
言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

活
動
内
容
は
避
難
所
で
発
生
し
て
い
た
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
の
健
康
教
育
、

環
境
調
査
、ま
た
、全
戸
訪
問
に
よ
る
被
災
者

の
世
帯
状
況
確
認
、
健
康
状
況
の
把
握
等
を

行
い
ま
し
た
が
無
我
夢
中
で
活
動
し
た
の
が

実
情
で
す
。

　

実
際
の
訪
問
で
聞
い
た
話
で
は
、
こ
こ
は

津
波
が
来
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
避
難
し
な

か
っ
た
人
、
薬
や
上
着
を
取
り
に
帰
っ
た
人

が
命
を
落
と
し
て
い
る
地
区
の
状
況
や
、
同

じ
被
災
者
で
も
身
内
の
生
存
状
況
、
家
の
有

無
等
で
被
災
者
同
士
が
話
を
出
来
な
い
と
の

声
も
あ
り
、
訪
問
で
は
多
く
の
感
謝
の
言
葉

を
頂
い
た
も
の
の
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
多

く
、死
を
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。
　
　

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
は
、
電
気
の
復
旧
は
ま

だ
で
し
た
が
、
充
電
式
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が

数
世
帯
毎
に
配
付
さ
れ
夜
間
に
活
用
さ
れ
て

お
り
、
災
害
時
に
は
有
効
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

近
年
、
四
国
の
西
南
地
域
で
も
南
海
地
震

の
発
生
す
る
確
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
何
時
、
四
万
十
市
も
被
災
地
に
な
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
災
害
派
遣
の
経
験
が
そ
の
時
に
生

か
せ
る
よ
う
に
日
々
研
鑽
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

宮城県南三陸町

平
成
23
年
7
月
号
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一　般　会　計

特　別　会　計（15会計）

　国民健康保険会計事業勘定

　国民健康保険会計診療施設勘定

　奥屋内へき地出張診療所会計

　老人保健会計

　後期高齢者医療会計

　下水道事業会計

　と畜場会計

　幡多公設地方卸売市場事業会計

　住宅新築資金等貸付事業会計

　鉄道経営助成基金会計

　農業集落排水事業会計

　幡多中央介護認定審査会会計

　介護保険会計保険事業勘定

　簡易水道事業会計

　園芸作物価格安定事業会計

企　業　会　計（ ２会計）

　水道事業会計(＊6）

　病院事業会計(＊7)

210億9,124万円

40億1,085万円

4億227万円

768万円

235万円

4億3,965万円

9億2,937万円

2億6,144万円

1,086万円

179万円

2億6,236万円

5,380万円

587万円

31億9,187万円

4億6,550万円

1,546万円

4億4,718万円

18億2,608万円

208億2,149万円

40億3,282万円

5億4,994万円

812万円

235万円

4億3,628万円

9億2,937万円

2億6,144万円

1,086万円

179万円

2億6,236万円

5,380万円

587万円

31億9,187万円

4億6,550万円

1,546万円

3億8,602万円

19億7,313万円

2億6,975万円（*1）

△2,197万円（*2）

△1億4,767万円（*3）

△44万円（*4）

0

337万円（*5）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6,116万円

△1億4,705万円

（*1）23年度への繰越財源3,108万円を差し引いた実質収支は2億3,867万円となり、これは全額、減債基金に積み立てた。
（*2）（*3）（*4）専決処分で23年度予算からの繰上充用により措置。
（*5）出納整理期間内の保険料収入によるもので、全額を23年度へ繰り越し、後期高齢者医療広域連合に納付する。
（*6）水道事業会計の資本的収支は△1億7,777万円（収入9,944万円－支出2億7,721万円）となり、不足額は当年度分消費税資本的収
　　 支調整額、減債積立金、当年度損益勘定留保資金および繰越利益剰余金で補填した。
（*7）病院事業会計の資本的収支は、23年度へ繰り越した耐震補強事業の財源に充当する3億371万円を除いた額で、△8,386万円（収
　　 入6,269万円－支出1億4,655万円）となり、不足額は当年度分消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金および当年
　　 度分損益勘定留保資金で補填した。

　市では、公正で開かれた市政の実現を図ることを目的とした情報公開制度と、市民の個人情報の保護を目的とした個人

情報保護制度を運用しています。

歳入

歳入

歳出

収益 費用

形式収支

形式収支

形式収支

歳出

平成22年度 情報公開制度および個人情報保護制度の運用状況

情報公開制度運用状況

個人情報保護制度運用状況

●行政情報の公開請求の状況（平成22年4月1日～平成23年3月31日に受理した請求）

　請求件数：15件（公開決定：13件、一部公開決定：1件、非公開決定：0件、取り下げ：1件）

　※請求対象文書等は、市ホームページ[行政情報]に掲載しています。

　　http ://www.c ity .sh imanto . lg . jp/ l i fe/ informat ion/soumu/unyoujyoukyou .html

●個人情報取扱業務の登録状況・・・登録件数：241件（平成23年3月31日現在）

　※個人情報を取り扱う業務を新たに開始するときには、取り扱う個人情報の内容、保存方法等を登録簿に登

　　載することが条例で定められています。

●保有個人情報の開示請求・・・なし

●保有個人情報の開示請求の特例の状況（簡易開示の種類および件数）

　四万十市職員採用資格試験の得点および順位・・・請求および開示件数：3件

●保有個人情報の訂正請求または適正処理の申し出・・・なし

●保有個人情報の開示請求または訂正請求手続における不服申し立て・・・なし

●個人情報の取り扱いに関する苦情または相談・・・なし

●決定に対する不服申し立て・・・なし

問い合わせ先　（本庁）総務課 行政管理係　☎（34）1804

平成2２年度 決算概要（６月市議会定例会 報告）平成2２年度 決算概要（６月市議会定例会 報告）平成2２年度 決算概要（６月市議会定例会 報告）
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平
成
23
年
6
月
市
議
会
定
例
会

市
長
施
政
方
針

（
要
旨
）

■
地
域
づ
く
り
支
援
職
員

　

今
年
度
は
、
４
地
区
を
追
加
選
定
し
、
６
月
１

日
付
人
事
異
動
で
新
た
に
８
名
の
支
援
職
員
を

発
令
。16
地
区
、35
名
の
体
制
に
な
っ
た
。今
後
も
、

支
援
本
部
が
主
体
と
な
り
、新
た
に
創
設
し
た
補

助
事
業
を
活
用
す
る
な
ど
、支
援
方
法
の
充
実
を

図
る
。

■
庁
舎
環
境
整
備

　

庁
舎
１
階
に
は
総
合
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
を
新

設
し
職
員
１
名
を
常
駐
さ
せ
た
ほ
か
、ト
イ
レ
表

示
や
カ
ウ
ン
タ
ー
番
号
な
ど
の
案
内
表
示
、杖
置

き
、耳
マ
ー
ク
も
追
加
設
置
。今
後
、玄
関
ホ
ー
ル

は
、大
径
木
の
天
然
四
万
十
ヒ
ノ
キ
を
立
体
的
に

配
置
し
、
正
面
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
森
と

木
、
水
と
川
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
す
る
な
ど
、
四
万

十
川
の
豊
か
な
自
然
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
、市
民

や
来
訪
者
の
み
な
さ
ん
の
「
憩
い
の
場
」
と
な
る

よ
う
、検
討
を
進
め
る
。

■
西
土
佐
総
合
支
所
と
消
防
分
署
の
合
築

　

本
年
度
か
ら
総
合
支
所
地
域
企
画
課
内
に
支

所
庁
舎
建
設
係
を
新
設
し
、
検
討
を
始
め
た
。
基

本
事
項
と
し
て
、①
庁
舎
の
建
設
位
置
は
現
西
土

佐
総
合
支
所
庁
舎
の
位
置
と
す
る
、②
総
合
支
所

と
四
万
十
消
防
署
西
土
佐
分
署
を
合
築
と
す
る
、

の
２
点
に
つ
い
て
西
土
佐
地
区
地
域
審
議
会
へ

諮
問
し
、
４
月
18
日
付
で
、
適
当
と
認
め
る
旨
の

答
申
を
い
た
だ
い
た
。本
年
度
は
、基
本
計
画
・
設

計
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、職
員
で
組
織
す
る

検
討
協
議
会
と
市
民
で
組
織
す
る
検
討
懇
談

会
を
立
ち
上
げ
、６
月
２
日
に
は
第
１
回
目
の

検
討
協
議
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
。

■
農
・
商
・
工
の
連
携

　

平
成
21
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、農
・
商
・

工
の
連
携
事
業
に
よ
り
「
大
川
筋
地
域
の
ぶ

し
ゅ
か
ん
を
利
用
し
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」、「
地

元
有
機
野
菜
を
使
っ
た
か
り
ん
と
う
」、「
西
土

佐
と
富
山
、大
川
筋
な
ど
を
中
心
と
し
た
ゆ
ず

の
甘
酢
ソ
ー
ス
」
、「
西
土
佐
の
栗
の
渋
皮
煮
」

を
商
品
化
し
た
。

　

今
後
と
も
商
品
力
を
高
め
、
販
路
開
拓
、
販

売
促
進
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
へ
の
さ
ら
な

る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、新
た
な
連
携
事
業

の
実
施
に
向
け
努
め
て
い
く
。

■
養
殖
青
さ
の
り
被
害

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
は
、本
市
に

お
い
て
も
、四
万
十
川
下
流
漁
業
協
同
組
合
で

養
殖
さ
れ
て
い
る
「
青
さ
の
り
」
に
大
き
な
被

害
を
受
け
た
。総
被
害
額
１
億
３
千
５
百
万
円

程
度
。国
や
県
の
補
助
制
度
等
を
最
大
限
活
用

し
、
一
日
も
早
い
復
旧
が
図
れ
る
よ
う
、
市
と

し
て
も
で
き
る
限
り
の
支
援
に
努
め
る
。

■
林
業
振
興

　

「
宿
泊
体
験
型
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
四
万
十
ヒ
ノ

キ
の
家
」
が
完
成
し
、
去
る
３
月
29
日
に
落
成

式
を
行
っ
た
。見
学
会
や
体
験
型
宿
泊
を
通
し

て
、地
場
産
木
材
の
良
さ
を
体
感
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
、地
元
建
築
業
者
の
紹
介
を
行
う
な

ど
、今
後
の
市
産
材
の
需
要
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、市
内
で
産
出
さ
れ
る
木
材
を
一
定
量

使
用
し
建
築
す
る
住
宅
に
対
し
、最
大
で
１
５

０
万
円
の
補
助
を
行
う
制
度
を
６
月
よ
り
受

付
開
始
し
た
。市
産
材
の
利
用
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、補
助
要
件
に
市
内

の
大
工
さ
ん
や
工
務
店
が
建
築
す
る
木
造
住

宅
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
の
で
、関
連
業

界
へ
の
波
及
や
雇
用
の
創
出
な
ど
、地
域
経
済

の
浮
揚
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

■
観
光
振
興

　

入
田
柳
林
に
見
ら
れ
る
菜
の
花
の
風
景
は
、

日
本
経
済
新
聞
の「
春
を
満
喫
で
き
る
水
辺
の

名
所
」
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
長
野
県
の
上
高
地
な

ど
並
い
る
名
所
を
抑
え
て
堂
々
の
２
位
に
ラ

ン
キ
ン
グ
さ
れ
た
。
当
地
は
、
幡
多
農
業
高
等

学
校
の
生
徒
さ
ん
を
は
じ
め
、
入
田
地
区
、
四

万
十
市
観
光
振
興
連
絡
会
議
の
会
員
さ
ん
に

整
備
を
し
て
い
た
だ
き
、現
在
の
風
景
が
維
持

さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
市
の
木
で
あ
る
柳
林

を
中
心
に
、年
間
を
通
じ
て
四
万
十
川
を
代
表

す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
、関
係
機
関

の
協
力
を
得
な
が
ら
、整
備
し
て
い
き
た
い
。

　

四
万
十
市
へ
の
22
年
観
光
客
入
込
数
は
約

１
４
７
万
人
で
前
年
比
１
５
０
％
、宿
泊
人
数

は
約
18
万
９
千
人
で
前
年
比
１
０
３
％
と
増

加
。22
年
６
月
か
ら
の
高
速
道
路
無
料
化
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。宿

泊
者
数
は
ピ
ー
ク
時
に
は
、ま
だ
ま
だ
及
ん
で

い
な
い
の
で
、
今
後
も
、
滞
在
型
観
光
客
の
増

加
へ
向
け
、官
民
一
体
と
な
っ
て
誘
致
促
進
や

受
入
態
勢
整
備
に
努
め
る
。

■
中
心
市
街
地
活
性
化

　

平
成
20
年
７
月
に
策
定
し
た
四
万
十
市
中

心
市
街
地
活
性
化
計
画
に
基
づ
く
実
施
事
業

の
う
ち
、
一
条
通
り
の
「
ま
ち
づ
く
り
四
万
十

㈱
」の
産
直
市「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
食
育
広
場
」

は
、
同
年
９
月
の
開
店
当
時
は
、
１
日
あ
た
り

の
売
り
上
げ
高
は
４
万
円
台
だ
っ
た
が
、現
在

は
概
ね
10
万
円
台
で
推
移
し
、利
用
者
も
１
日

あ
た
り
１
１
０
人
台
か
ら
２
０
０
人
台
へ
増

加
し
て
い
る
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
集
客
の
た
め
、
高
知
県
産

業
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
を
活
用
し
、照
明
、

内
装
、
厨
房
、
外
装
を
含
め
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
を
行
う
。

■
旧
土
豫
銀
行
土
地
建
物
の
寄
附

　

土
豫
興
業
株
式
会
社（
代
表
取
締
役
山
泉
脩

氏
）
か
ら
、
中
村
天
神
橋
に
所
有
す
る
土
地
６

４
２
・
０
８
㎡
及
び
建
物（
旧
土
豫
銀
行
）を
市

に
ご
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
。「
お
世
話
に

な
っ
た
天
神
橋
と
中
村
の
た
め
役
立
て
も
ら

い
た
い
」
と
の
、
お
母
様
の
山
泉
京
様
の
遺
言

農商工連携プロジェクト開発商品

た
い
け
い
ぼ
く

け
い

ど  

よ
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に
よ
る
も
の
で
、市
民
を
代
表
し
て
お
礼
を
申
し

上
げ
る
。
昭
和
初
期
建
築
、
南
海
地
震
に
も
耐
え

た
数
少
な
い
建
物
。
今
後
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
役
立
つ
よ
う
利
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た

い
が
、
築
後
80
年
近
く
経
過
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
前
に
耐
震
補
強
策
を
含
め
た
耐
震
診
断
調
査

を
行
う
。

■
市
民
病
院

　

４
月
か
ら
石
井
泰
則
医
師
が
就
任
し
、外
科
が

２
名
と
な
り
、よ
り
高
度
な
手
術
に
も
対
応
で
き

る
体
制
と
な
っ
た
。石
井
医
師
の
専
門
は
呼
吸
器

外
科
だ
が
、呼
吸
器
内
科
も
で
き
る
こ
と
か
ら
内

科
外
来
も
担
当
し
て
い
る
。呼
吸
器
内
科
の
診
療

が
で
き
る
病
院
は
幡
多
医
療
圏
の
中
で
は
こ
れ

ま
で
も
市
民
病
院
だ
け
だ
っ
た
の
で
、診
療
体
制

の
充
実
は
本
市
だ
け
で
な
く
幡
多
郡
全
域
で
も

大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

泌
尿
器
科
の
医
師
は
、就
任
直
前
に
病
気
で
体

調
を
崩
し
、現
在
治
療
に
努
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

着
任
時
期
が
未
定
と
な
っ
た
。泌
尿
器
科
は
や
む

を
得
ず
再
び
休
診
し
た
。

　

内
科
は
、３
月
末
に
１
名
の
医
師
が
２
年
間
の

派
遣
期
間
が
満
了
し
、徳
島
大
学
医
学
部
に
帰
っ

た
。
ま
た
、
４
月
末
に
１
名
の
医
師
が
家
庭
の
事

情
で
退
職
し
た
の
で
、
常
勤
医
が
院
長
の
み
と

な
っ
た
。２
名
の
外
科
医
は
豊
富
な
技
術
と
キ
ャ

リ
ア
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
以
上

に
内
科
、外
科
の
連
携
を
密
に
し
た
体
制
と
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
近
隣
の
民
間
医
療
機
関
や
徳
島

大
学
と
関
係
の
深
い
国
立
高
知
病
院
か
ら
医
師

派
遣
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、７
月
よ
り
国
立
高

知
病
院
か
ら
さ
ら
に
１
名
増
員
に
な
る
。

　

本
年
度
か
ら「
脳
ド
ッ
ク
」健
診
を
実
施
。脳
疾

患
の
予
防
と
早
期
発
見
、早
期
治
療
の
ほ
か
に
認

知
症
の
簡
易
判
定
も
行
っ
て
お
り
、市
民
の
健
康

増
進
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
貢
献
で
き
る
。

　

病
院
会
計
の
厳
し
い
状
況
を
改
善
す
る
た

め
、本
年
度
も
引
き
続
き
医
療
専
門
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
助
言
提
言
を
求
め
な
が
ら
、経
営

健
全
化
の
た
め
に
努
力
を
払
う
。

■
西
土
佐
地
域
学
校
再
編
の
取
り
組
み

　

こ
れ
ま
で
新
設
校
準
備
委
員
会
に
お
い
て
、

24
年
４
月
に
新
た
な
小
学
校
の
開
校
に
向
け
、

協
議
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
今
年
度
は
、
い
よ

い
よ
新
設
校
の
校
舎
の
改
修
工
事
に
入
る
が
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
国
の
事
業
決

定
の
遅
れ
や
建
築
資
材
不
足
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、当
初
の
事
業
工
程
を
見
直
し
た
う

え
で
、予
定
ど
お
り
24
年
４
月
に
は
新
た
な
小

学
校
で
児
童
を
温
か
く
迎
え
ら
れ
る
よ
う
工

事
を
進
め
て
い
く
。

■
東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援

　

こ
れ
ま
で
６
名
の
市
職
員
を
、そ
れ
ぞ
れ
１

週
間
か
ら
２
週
間
程
度
の
日
程
で
派
遣
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
職
員
の
派
遣
要
請
に
つ
い
て
は

可
能
な
限
り
応
え
て
い
き
た
い
。

　

支
援
物
資
は
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
数
提

供
を
頂
い
た
カ
ッ
プ
麺
や
飲
料
水
な
ど
の
食

料
品
、
毛
布
や
紙
お
む
つ
な
ど
の
寝
具
・
日
用

品
を
、
高
知
県
を
通
じ
て
被
災
地
へ
送
っ
た
。

義
援
金
は
、市
の
関
係
施
設
へ
設
置
し
た
募
金

箱
（
16
箇
所
）
や
区
長
会
、
市
、
市
議
会
等
か
ら

の
義
援
金
を
合
わ
せ
て
、現
在
把
握
し
て
い
る

だ
け
で
も
１
千
５
百
万
円
を
超
え
る
金
額
を

社
会
福
祉
協
議
会
等
を
通
じ
て
送
金
し
た
。

　

市
庁
舎
の
駐
車
場
に
は
被
災
地
支
援
を
呼

び
か
け
る
懸
垂
幕
を
区
長
会
と
共
同
で
設
置

し
て
い
る
。

■
南
海
地
震
対
策

　

当
面
の
本
市
の
対
策
は
４
つ
。

１
．
住
宅
耐
震
化
助
成
事
業
。
４
月
か
ら
の
受

付
早
々
に
耐
震
診
断
25
件
、
耐
震
設
計
５
件
、

耐
震
工
事
５
件
で
今
年
度
当
初
予
算
の
枠
を

超
え
た
の
で
、今
議
会
に
補
正
予
算
を
お
願
い

し
て
い
る
。

２
．
津
波
避
難
路
の
整
備
。
４
月
に
快
適
環
境

整
備
事
業
に
よ
り
初
崎
地
区
の
整
備
を
行
っ

た
の
を
は
じ
め
、
今
月
に
は
串
江
地
区
で
、
来

月
に
は
山
路
下
で
整
備
を
行
う
。下
田
保
育
所

の
避
難
路
は
市
の
単
独
事
業
で
整
備
、八
束
保

育
所
、
八
束
小
学
校
の
避
難
場
所
は
、
県
が
学

校
裏
山
の
砂
防
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
で
、完

成
後
は
避
難
路
、一
時
避
難
場
所
と
し
て
活
用

さ
せ
て
も
ら
う
。ま
た
、下
田
・
八
束
地
区
を
中

心
に
、指
定
避
難
場
所
の
見
直
し
や
施
設
の
海

抜
表
示
を
行
う
た
め
に
、今
年
度
53
ヶ
所
で
海

抜
高
度
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。市
内
の
主
要

な
施
設
や
地
点
に
海
抜
を
表
示
す
る
こ
と
で
、

日
頃
か
ら
安
全
が
確
認
で
き
、津
波
や
洪
水
か

ら
避
難
す
る
際
の
目
安
と
し
て
活
用
し
て
も

ら
え
る
。
下
田
・
八
束
地
区
で
は
平
時
か
ら
毛

布
、非
常
用
食
料
な
ど
の
物
資
を
貯
蔵
し
て
お

く
防
災
拠
点
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
今
年

度
か
ら
検
討
す
る
。

３
．
避
難
訓
練
と
学
習
会
。
市
教
育
委
員
会
で

は
４
月
か
ら
全
小
中
学
校
で
地
震
津
波
避
難

訓
練
を
実
施
。５
月
か
ら
は
地
区
防
災
会
や
市

民
グ
ル
ー
プ
が
主
催
す
る
学
習
会
に
は
、要
請

に
応
じ
て
被
災
地
支
援
に
携
っ
た
市
職
員
を

講
師
と
し
て
派
遣
し
て
い
る
。津
波
避
難
対
策

に
つ
い
て
下
田
、八
束
地
区
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
た
。８
月
17
日
の
市
民
大
学
に
は
東

京
大
学
地
震
研
究
所
の
都
司
准
教
授
を
再
度

招
く
。

４
．
情
報
連
絡
手
段
の
多
重
化
。
今
回
も
津
波

警
報
・
注
意
報
な
ど
の
消
防
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ

え
な
か
っ
た
と
い
う
地
区
が
あ
っ
た
の
で
、竹

島
、
下
田
保
育
所
、
下
田
小
・
中
学
校
、
八
束
保

育
所
、
八
束
小
・
中
学
校
に
は
Ｉ
Ｐ
電
話
に
よ

る
緊
急
連
絡
網
の
整
備
を
今
年
度
中
に
行
う
。

一
般
市
民
向
け
に
は
携
帯
電
話
の
利
用
者
に

対
し
て
一
斉
に
災
害
・
避
難
情
報
を
配
信
す
る

携
帯
電
話
事
業
者
の
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
の
導

入
の
検
討
、沿
岸
部
に
お
け
る
防
災
行
政
無
線

な
ど
を
整
備
し
、防
災
情
報
の
空
白
地
帯
の
解

消
に
取
り
組
む
。

　

四
国
西
南
サ
ミ
ッ
ト
（
７
市
５
町
１
村
）
や

友
好
都
市
サ
ミ
ッ
ト
（
３
市
１
町
）
で
災
害
相

互
支
援
協
定
の
締
結
、津
波
警
報
等
発
令
時
の

土
佐
西
南
大
規
模
公
園
の
危
機
管
理
体
制
に

つ
い
て
の
協
議
組
織
（
県
、
四
万
十
市
、
黒
潮

町
）
、
地
震
津
波
対
策
の
幡
多
広
域
組
織
の
検

討
、地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
な
ど
も
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
。

　

４
月
の
組
織
機
構
の
改
編
で
総
務
課
に「
防

災
対
策
係
」
を
新
設
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
国
・
県
・
広
域
市
町
村
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

津波対策意見交換会（5月20日、八束地区）
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4
13 (水)

下
田
、口
屋
内
小

　
　

都
市
景
観
大
賞「
優
秀
賞
」受
賞

　

平
成
22
年
度
に
下
田
小
学
校
と
口
屋

内
小
学
校
で
取
り
組
ん
だ
地
域
の
地
図

作
り
が
、
平
成
23
年
度
都
市
景
観
大
賞

（
主
催：

「
都
市
景
観
の
日
」実
行
委
員
会
、

事
務
局：

財
団
法
人 

都
市
づ
く
り
パ
ブ

リ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
）
の
「
景
観

教
育
・
普
及
啓
発
部
門
」
で
「
優
秀
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
四
万
十
川
流
域
が
国
の

重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
選
定
さ
れ
た

こ
と
を
う
け
て
、
教
育
委
員
会
と
各
小
学

校
が
連
携
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、年
間
を
通
じ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
重
ね
、子
供
た
ち
が
地
域
を
よ
り
よ
く
知
る
経
験
を
通
じ
て
地

図
を
作
り
あ
げ
て
い
っ
た
も
の
で
す
。

　

制
作
に
当
た
っ
て
は
当
初
よ
り
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
協
力
し
て
進
め
、

子
供
た
ち
の
デ
ザ
イ
ン
を
プ
ロ
の
手
で
統
一
感
を
持
た
せ
て
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　

２
月
に
は
四
万
十
川
流
域
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム『
川
と
生
き
、こ

れ
か
ら
を
語
る
。
』
に
お
い
て
、
大
人

に
混
じ
っ
て
各
小
学
校
の
児
童
が

こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
発
表

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

完
成
し
た
地
図
は
、
今
後
地
域
学

習
の
資
料
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
し
て
活
用
さ
れ
る
予
定
で
、
土
佐

く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅
や
両
地
域

の
宿
泊
施
設
等
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。

5
25 (水)

純
米
吟
醸
と
み
や
ま

　

 

〜
酒
米
の
田
植
え
始
ま
る
〜

　

5
月
25
日
（
水
）
、
と
み
や
ま
酒
米
生
産
部
が
大

西
ノ
川
の
田
ん
ぼ
で「
酒
米
吟
の
夢
」の
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、地
元
大
用
小
学
校
の
５
、６
年
生
を
は

じ
め
、
４
月
に
国
際
交
流
員
と
し
て
中
国
か
ら
来

た

淑
敏
さ
ん
や
関
係
機
関
も
参
加
し
て
手
際
よ

く
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
酒
米
は
、
富
山
地
区
の
農
家
９
戸
で
約

1.6 

ha
を
栽
培
し
て
お
り
、
9
月
に
は
収
穫
と
な
り

そ
う
で
す
。
収
穫
し
た
酒
米
は
、
純
米
吟
醸
「
と
み

や
ま
」と
な
り
、12
月
に
は
9
0
0
口
限
定
で
オ
ー

ナ
ー
の
手
元
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

問
　

（
本
庁
）農
業
課
　

農
業
振
興
係

　
　

☎（
3
4
）1
1
1
7

竹
島
小
ヒ
ラ
メ
稚
魚

　
　
　
　
　

６
千
匹
放
流

　

〜
元
気
に
育
っ
て
帰
っ
て
き
て
ね
〜

　

５
月
17
日
（
火
）
、

竹
島
小
学
校
５
・
６

年
生
の
児
童
が
、
四

万
十
市
下
田
の
四

万
十
川
河
口
近
く

の
海
岸
で
ヒ
ラ
メ

の
稚
魚
を
放
流
し

ま
し
た
。

　

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚

放
流
は
下
田
漁
業

組
合
が
30
年
ほ
ど

前
か
ら
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
児
童
た
ち
に
自
然
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
市
と
協
力
し
て
平
成

21
年
か
ら
児
童
を
招
い
て
環
境
学
習
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
、運

ば
れ
た
ヒ
ラ
メ
の

稚
魚
を「
小
さ
く
て

可
愛
い
」「
早
く
大

き
く
な
っ
て
帰
っ

て
き
て
ほ
し
い
」と

言
い
な
が
ら
放
流

し
て
い
ま
し
た
。

5
17 (火)

じ
ん
し
ゅ
う
み
ん

平
成
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年
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中
村
地
区 

平
和
七
夕
祭

　

天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド
の
夏
の
風
物
詩

「
第
27
回
中
村
地
区
平
和
七
夕
祭
」（
実
行

委
員
会
主
催
）
が
７
月
20
日
（
水
）
ま
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
和
へ
の
願
い
を
込

め
て
作
っ
た
折
り
鶴
が
、
地
域
の
方
々
に

あ
ら
た
め
て
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

だ
く
機
会
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の
行
事
に
、
今
年
も
四
万

十
市
や
黒
潮
町
、
三
原
村
の
小
中
学
校
や

保
育
所
、病
院
、介
護
施
設
等
34
団
体
か
ら

折
り
鶴
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
田
文
雄
実
行
委
員
長
は
、「
折
り
鶴
を

作
っ
た
人
か
ら
、
き
れ
い
に
飾
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
す
が
、
こ
ち
ら
こ
そ
一
生
懸
命
作
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
と
い
う
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。
地
元
の
方
々
と
触
れ

合
え
る
行
事
で
あ
る
こ
と
が
大
変
嬉
し
い

で
す
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

学
校
給
食
に
〝
市
内
産
〞
の「
か
り
ん
と
う
」

　

６
月
17
日（
金
）、学
校
給
食
の
食
育
の
日
に
あ
わ
せ

て
、中
村
地
域（
14
校
）の
学
校
給
食（
２
１
０
０
食
）に

「
か
り
ん
と
う
」が
献
立
の
ひ
と
つ
と
し
て
提
供
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
お
邪
魔
し
た
の
は
中
村
南
小
学
校
４
年
生
の

ク
ラ
ス
。給
食
の
準
備
を
し
て
い
る
教
室
に
入
る
と
、

明
る
い
笑
顔
と
元
気
な
あ
い
さ
つ
で
出
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
児
童
た
ち
の
習
慣

に
、こ
ち
ら
も
す
が
す
が
し
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
い
た
だ
き
ま
ー
す
。」と
元
気
な
か
け
声
の
あ
と
、

楽
し
い
食
事
が
テ
ン
ポ
良
く
進
ん
で
、い
よ
い
よ「
か

り
ん
と
う
」の
実
食
!!

　

こ
の
日
み
な
さ
ん
が
食
べ
た
の
は
、３
種
類（
プ
レ
ー
ン
、ゆ
ず
、し
ょ
う
が
）あ
る

「
か
り
ん
と
う
」の
う
ち
の
〝
ゆ
ず
〞
で
、西
土
佐
地
域
で
栽
培
さ
れ
る
ゆ
ず
の
皮
を
生

地
に
練
り
込
ん
だ
も
の
で
す
。

　

児
童
た
ち
の
感
想
と
し
て
、「
ゆ
ず
の
味
が
ほ
ん
ま
に
出
ち
ょ
う
。甘
い
け
ど
す
っ
ぱ

さ
も
あ
る
。
」「
一
口
サ
イ
ズ
で
食
べ
や
す
か
っ
た
。
家
で
お
や
つ
に
し
て
も
え
え
。
」

「
も
っ
と
食
べ
た
か
っ
た
。ま
た
給
食
で
出
れ
ば
え
え

に
」な
ど
、う
れ
し
い
コ
メ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の「
か
り
ん
と
う
」は
、市
の
農
商
工
等
連
携
事

業
で
支
援
す
る
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
の
ひ

と
つ
で
、L
L
P
し
ま
ん
と
と
市
内
農
家
の
連
携
に

よ
り
地
元
の
食
材
を
使
用
し
た
か
り
ん
と
う
を
商
品

化
し
た
も
の
で
、商
品
名
は「
４
０
０
１
０ 

S
H
I-

M
A
N
T
O
U（
し
ま
ん
と
う
）」で
す
。市
内
で
は
駅

前
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
〝
り
ぐ
り
〞
や
物
産
館
サ

ン
リ
バ
ー
四
万
十
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
た
め
に

　
　
　
　

み
ん
な
の
安
心

　
　

ー
成
年
後
見
制
度
ー

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
ち
い
の
郷
と

四
万
十
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
主
催
す
る

『
成
年
後
見
制
度
勉
強
会
』が
、あ
っ
た
か
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
い
ち
い
の
郷（
西
土
佐
大
宮
）で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
成
年
後
見
制
度
は
、近
年
、認
知
症
の
高
齢

者
に
必
要
の
な
い
高
額
の
物
品
購
入
や
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
の
契
約
を
結
ば
せ
る
等
の
悪
質
な
事
例

が
多
発
す
る
中
で
、そ
の
被
害
防
止
策
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

　

当
日
は
四
万
十
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
委
員

に
よ
る
お
芝
居
「
お
年

寄
り
を
守
る
私
の
わ
た

し
。
」
と
、
講
師
と
し
て

高
知
地
方
法
務
局
四
万

十
支
局
長
の
橋
本
哲
郎

氏
を
お
招
き
し
、
成
年

後
見
制
度
と
相
続
に
つ

い
て
の
講
話
が
あ
り
、

西
土
佐
地
域
中
か
ら
参

加
し
た
60
人
の
皆
さ
ん

が
、
制
度
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

●
制
度
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

　

四
万
十
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　

☎（
3
4
）1
6
0
0

6
7 (火)

6
17 (金)

四万十市人権擁護委員によるお芝居の模様
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市教委だより

川﨑小学校

八束小学校

蕨岡中学校

　

川
﨑
小
学
校
と
し
て
は
最
後

と
な
る
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
来
年
４
月
の
新
設
校
開
校

に
伴
い
校
舎
の
改
修
を
今
年
度

行
う
こ
と
か
ら
、例
年
、秋
に
実

施
し
て
い
た
運
動
会
を
今
年
は

初
夏
の
日
差
し
が
ま
ぶ
し
い
５

月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
雨
も
上
が
り
、

「
絆
を
深
め
合
う
川
小
最
後
の
運
動
会
」
の
横
断
幕
と
、
た

く
さ
ん
の
鯉
の
ぼ
り
が
空
に
は
た
め
く
中
、
朝
か
ら
子
ど

も
た
ち
の
歓
声
や
、
保
護
者
の
声
援
が
川
﨑
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
響
き
ま
し
た
。台
風
一
過
で
、時
折
強
い
風
が

吹
く
中
、子
ど
も
達
は
、風
に
負
け
な
い
強
い
走
り
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
駆
け
回
り
ま
し
た
。

　

気
合
の
入
っ
た
赤
組
白
組
の
応
援
合
戦
。
必
死
に
競
い

あ
っ
た
対
抗
リ
レ
ー
。笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
親
子
競
技
。子
ど

も
を
相
手
に
必
死
に
走
る
お
母
さ
ん
。
気
合
が
入
り
す
ぎ

て
転
ん
で
し
ま
っ
た
お
父
さ
ん
。

　

最
後
の
最
後
ま
で
勝
負
の
行
方
が
分
か
ら
な
い
接
戦
の
中
、

最
後
は
白
組
が
優
勝
。川
﨑
小
学

校
最
後
の
運
動
会
に
ふ
さ
わ
し

い
、み
ん
な
の
心
に
残
る
す
ば
ら

し
い
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
運
動
会
の
準
備
、
雨

上
が
り
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を

し
て
く
れ
た
保
護
者
の
皆
さ
ま
、

本
当
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ 

先
輩
！

　

八
束
小
学
校
の
卒
業
生
「
石
川
昭
一
」
さ

ん
が
、２
年
ぶ
り
に
母
校
を
訪
ね
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
現
在
、
神
奈
川
県
に
お
住
ま
い

で
、「
笑
学
館
」と
い
う
名
前
で
全
国
各
地
の

幼
稚
園
や
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
、大
道

芸
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
や
バ
ッ
ト
、
箱
な
ど

を
操
っ
て
の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、体
育
館
の
天

井
ま
で
上
が
る
中
国
駒
、い
つ
ま
で
も
回
り

続
け
る
皿
回
し
な
ど
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
度
に

「
す
ご
ぉ
い
」「
わ

ぁ
」と
大
き
な
歓

声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

　

見
て
い
る
よ

う
に
は
、な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、子
ど

も
た
ち
は
大
喜

び
で
、石
川
さ
ん

に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
、大
道

芸
の
体
験
学
習

を
し
、と
て
も
楽

し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
総
合
学
習

　

蕨
岡
中
学
校
の
総

合
学
習
で
は
、
今
年

も
全
校
生
徒
31
人
が

「
野
草
」「
作
物
」「
漁

法
・
環
境
」
の
３
つ
の

テ
ー
マ
に
分
か
れ
て

活
動
し
ま
す
。

　

「
野
草
」
班
は
、
野

草
観
察
や
押
し
花
づ

く
り
、
オ
カ
オ
グ
ル
マ
の
栽
培
と
い
っ
た
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

「
作
物
」
班
は
、
体
育
館
横
の
畑
で
の
栽
培
で

す
。地
域
の
人
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、ト
マ

ト
、ナ
ス
、ス
イ
カ
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
々
、調
理

実
習
を
楽
し
み
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て「
漁
法
・
環
境
」班
。保
護
者
に
教
え
て

も
ら
っ
て
自
作
の
コ
ロ
バ
シ
を
作
り
ま
し
た
。

「
今
年
こ
そ
、
ウ
ナ
ギ
を
捕
る
！
」
と
い
う
意
気

込
み
で
５
月
下
旬
か
ら
学
校
近
く
の
溝
な
ど
に

仕
掛
け
て
、
と
う
と

う
念
願
の
ウ
ナ
ギ
を

Ｇ
ｅ
ｔ
!!

　

こ
れ
か
ら
各
班
と

も
９
月
ま
で
活
動
し

て
、
12
月
に
は
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」研

究
発
表
会
（
参
観
日
）

で
学
習
の
成
果
を
報

告
す
る
予
定
で
す
。

川﨑小ピラミッド完成！

呼吸がピッタリ！ダンシング！

(市)教育委員会　☎(34)1136　FAX(34)4271　E-mail：school@city.shimanto.lg.jp

西土佐事務所　☎(52)1110　FAX(52)1446　E-mail：n-school@city.shimanto.lg.jp

30（月）5

10（火）5

最
後
の
運
動
会

回れ！回れ！皿回し 高く、もっと高く上がれ

わき芽をとったり、支柱にくくり付けたり。大工さんをしているお父さんに習いました。
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4
月
16
日
〜
5
月
15
日

５
月
16
日
　

枚
方
市
長
表
敬
訪
問（
枚
方
市
）

　
　
　
　
　

海
洋
堂
宮
脇
社
長
表
敬
訪
問（
門
真
市
）

　
　
　
　
　

社
団
法
人
如
水
会
講
演
講
師（
大
阪
市
）

　
　

18
日
　

幡
東
保
護
区
保
護
士
会
総
会

　
　
　
　
　

下
田
地
区
防
災
対
策
意
見
交
換
会

　
　

19
日
　

武
道
館
建
設
要
望
受（
武
道
連
盟
、柔
道
協
会
）

　
　

20
日
　

四
万
十
川
保
全
機
構
総
会

　
　
　
　
　

横
瀬
川
ダ
ム
期
成
同
盟
会
総
会

　
　
　
　
　

八
束
地
区
防
災
対
策
意
見
交
換
会

　
　

22
日
　

大
宮
産
業
総
会

　
　
　
　
　

J
A
高
知
は
た
ゆ
ず
窄
汁
施
設
落
成
式

　
　

23
日
　

四
国
西
南
サ
ミ
ッ
ト（
西
予
市
）

　
　

24
日
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
取
締
役
会（
高
知
市
）

　
　

25
日
　

四
万
十
の
郷
落
成
式
典

　
　

26
日
　

四
万
十
川
財
団
理
事
会（
四
万
十
町
）

　
　

27
日
　

シ
ル
バ
ー
教
室
開
級
式

　
　
　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
期
総
会

　
　
　
　
　

四
万
十
川
改
修
期
成
同
盟
会
総
会

　
　

29
日
　

幸
徳
秋
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

30
日
　

幡
多
広
域
観
光
協
議
会
総
会

　
　

31
日
　

下
田
保
育
所
P
T
A
要
望
受

　
　
　
　
　

四
国
西
南
道
路
整
備
促
進
協
議
会
総
会（
愛
南
町
）

６
月
１
日
　

県
議
会
企
画
建
設
委
員
会
要
望

　
　
　
　
　

市
町
村
道
整
備
促
進
協
議
会
総
会（
高
知
市
）

　
　

２
日
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
主
総
会（
同
）

　
　

３
日
　

竹
島
地
区
要
望
受

　
　
　
　
　

J
A
高
知
は
た
西
土
佐
支
所
生
産
部
要
望
受

　
　
　
　
　

消
防
団
長
任
命
式

　
　

５
日
　

中
村
高
校
同
窓
会
大
阪
支
部
総
会（
大
阪
市
）

　
　

６
日
　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
施
委
員
会

　
　
　
　
　

東
町
１
丁
目
要
望
受

　
　

７
日
　

し
ま
ん
と
流
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
総
会

　
　

８
日
　

国
道
4
4
1
整
備
促
進
中
村
河
川
、幡
多
土
木
要
望

　
　
　
　
　

地
域
安
全
協
会
総
会

　
　

９
日
　

６
月
議
会
開
会（
〜
27
日
）

　
　
　
　
　

小
学
生（
大
用
、田
野
川
、川
登
小
）と
懇
談

　
　

10
日
　

北
海
道
知
事
表
敬
訪
問（
札
幌
市
）

　
　
　
　
　

北
海
道
高
知
県
人
会
連
合
会（
同
）

　
　

11
日
　

北
海
道
龍
馬
会（
同
）

　
　

13
日
　

青
年
海
外
協
力
隊
参
加
者
出
発
挨
拶

　

人
間
到
る
処
青
山
あ
り

　

６
月
10
日
、札
幌
で
開
か
れ
た
北
海
道
高
知

県
人
会
連
合
会
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

　

札
幌
は
前
の
仕
事
で
勤
務
し
て
以
来
12
年

ぶ
り
。異
国
情
緒
の
か
ぐ
わ
し
い
ラ
イ
ラ
ッ
ク

の
花
と
旧
友
た
ち
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

明
治
以
降
、
多
く
の
土
佐
人
が
北
海
道
に

渡
っ
て
い
ま
す
。初
代
北
海
道
長
官
は
岩
村
道

俊
（
林
有
造
の
兄
、
宿
毛
出
身
）
。
札
幌
円
山
公

園
に
銅
像
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　

坂
本
龍
馬
の
夢
を
継
い
だ
子
孫
（
直
寛
、
直

行
ら
）
も
蝦
夷
地
開
拓
に
挑
み
ま
し
た
。
北
海

道
を
代
表
す
る
お
菓
子
、六
花
亭
の
紙
袋
に
使

わ
れ
て
い
る
野
の
花
の
絵
は
、坂
本
直
行
が
描

い
た
も
の
。十
勝
地
方
の
農
民
画
家
で
し
た
。

　

最
近
で
は
、本
市
古
津
賀
出
身
の
東
功
さ
ん

が
北
海
道
新
聞
社
社
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

道
内
各
地
に
県
人
会
が
あ
り
、連
合
会
を
組

織
す
る
ほ
ど
活
動
も
活
発
。リ
ン
ド
ウ
の
花
を

毎
年
高
知
県
内
福
祉
施
設
に
贈
っ
て
い
る
ほ

か
、昨
年
は
高
知
県
の
サ
ポ
ー
タ
ー「
北
援
隊
」

を
結
成
。私
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　

高
知
と
北
海
道
の
コ
ラ
ボ
、Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
に
合
わ
せ
て
、毎
年
懇
親
会

を
開
い
て
お
り
、今
年
は
約
1
0
0
人
が
出
席
。

　

高
知
県
か
ら
は
、ほ
か
に
県
産
業
振
興
部
長
、

県
議
会
議
長
、本
山
町
長
な
ど
が
出
席
。（
昨
年

は
尾
﨑
知
事
）

　

地
元
か
ら
は
、北
海
道
知
事
、別
海
町
長
、滝

上
町
長
の
ほ
か
、
本
市
出
身
の
４
人
（
小
松
巖
、

弘
田
之
彦
、
川
端
利
香
、
吉
藤
諒
）
も
出
席
。
吉

藤
君
は
今
春
、中
村
高
校
か
ら
北
大
に
入
っ
た

ば
か
り
の
期
待
の
星
で
す
。

　

旭
川
県
人
会
の
遠
山
宜
洋
会
長（
旧
佐
賀
町

出
身
）
は
昭
和
21
年
の
南
海
地
震
の
時
、
旧
制

中
村
中
学
の
寮
に
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

高
橋
は
る
み
北
海
道
知
事
は
一
橋
大
学
経

済
学
部
の
同
級
生
。学
部
で
た
っ
た
３
人
し
か

い
な
い
女
の
子
で
し
た
。
通
産
省
に
入
り
、
本

省
課
長
、北
海
道
経
済
産
業
局
長
な
ど
を
経
て
、

現
在
知
事
３
期
目
は
女
性
初
。堂
々
と
し
た
も

の
で
す
。
夫
君
も
１
級
先
輩
で
元
財
務
省
。
夫

君
の
お
父
上
は
農
林
中
央
金
庫
で
私
の
大
先

輩
で
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
だ
っ
た
の
で
、道
庁
に
表
敬
訪
問

を
し
た
と
こ
ろ
、夜
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。県
人
会
に
地
元
知
事
が
参
加
し
て
く
れ
た

の
は
初
め
て
の
こ
と
。同
級
生
は
あ
り
が
た
い

も
の
で
す
。
同
級
は
女
性
上
位
。
大
田
弘
子
政

策
研
究
大
学
院
大
学
副
学
長
（
安
部
、
福
田
内

閣
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
）も
い
ま
す
。

　

水
沼
猛
別
海
町
長
も
初
め
て
の
参
加
。本
市

の
友
好
都
市
な
の
で
、声
を
か
け
た
ら
来
て
く

れ
ま
し
た
。釧
路
よ
り
も
遠
い
道
東
か
ら
な
の

で
、２
日
が
か
り
で
す
。

　

７
月
８
日
に
は
、
別
海
町
で
友
好
都
市
サ

ミ
ッ
ト（
本
市
、枚
方
市
、名
護
市
、別
海
町
）が

開
か
れ
、
各
首
長
出
席
の
も
と
、
災
害
相
互
支

援
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ま
た
出
向
き
ま
す
。

　

県
人
会
で
は
、本
市
が
農
商
工
連
携
で
開
発

し
た
「
４
０
０
１
０
か
り
ん
と
う
」
、「
ゆ
ず
の

甘
酢
ソ
ー
ス
」
を
お
み
や
げ
代
わ
り
に
配
り
、

ま
た
、「
梅
の
酒
と
み
や
ま
」の
試
飲
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
、ふ
る
さ
と
応
援
団
の
勧
誘
と
一
緒
に

P
R
し
ま
し
た
。な
か
な
か
好
評
で
し
た
。

　

四
万
十
川
は
、北
海
道
で
も
あ
こ
が
れ
で
す
。

避
寒
地
と
し
て
人
気
が
あ
る
の
で
、移
住
を
希

望
す
る
医
師
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、土
佐

町
出
身
の
地
元
医
師
が
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、北
海
道
龍
馬
会
の
講
演
会
と
懇
親

会
に
参
加
。約
３
０
０
人
が
集
ま
る
大
盛
況
で

し
た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
龍
馬
会
も
あ
り
、
や
は
り

龍
馬
人
気
は
す
さ
ま
じ
い
。

　

突
然
、
挨
拶
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
龍

馬
に
続
く
、枝
盛
、退
助
、兆
民
、秋
水
な
ど
、土

佐
は
人
材
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
と
、小
京
都
中

村
、四
万
十
川
を
し
っ
か
り
宣
伝
し
ま
し
た
。

　

人
の
つ
な
が
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
力
。

全
国
津
々
浦
々
に
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援

団
の
輪
を
広
げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

北

の

友

日 

誌

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室

水沼猛別海町長、高橋はるみ北海道知事
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市
立
墓
地（
城
北
霊
園
）永
代
使
用
の
希
望
者
募
集

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
●

　

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係（
霊
園
担
当
） 

（
３
４
）１
１
１
３

　
　
　
　
　
　

7
8
7-

8
5
0
1　

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
4-
1
0

　

（
総
合
支
所
）住
民
課
　

（
５
２
）１
１
１
１

申

込

対

象

者

市
立
墓
地
の
場
所

募

集

区

画

数

使

用

期

間

申
込
受
付
期
間

申

込

書

申

込

方

法

等

そ
の
他
の
条
件

抽

選

予

定

日

○
本
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を
有
す
る
人
。

（
市
外
在
住
の
方
は
、墓
地
使
用
に
関
す
る
一
切
の
事
項
を
処
理
す
る
市

内
在
住
の
代
理
人
の
選
定
が
必
要
で
す
）

中
村
丸
の
内
２
３
９
９
ー
２
他

○
３
区
画 

　

未
使
用
区
画 ̶

３
区
画（
区
画
番
号:

2
1
、１
５
３
、２
８
０
）

※
霊
園
入
り
口
に
区
画
表
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、事
前
に
現

地
を
ご
確
認
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
永
代
使
用
料

：４
５
０
０
０
０
円

○
管
理
手
数
料

：３
１
５
０
円
／
年（
23
年
度
は
月
割
）

※
貸
付
時
に
お
い
て
永
代
使
用
料
お
よ
び
管
理
手
数
料（
５
年
分
）を
一

　

括
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
23
年
度
貸
付
日
か
ら
永
年
と
す
る
。

７
月
11
日（
月
）〜
29
日（
金
）ま
で（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、29
日
消
印
有
効

申
込
書
は
市
民
課
・
総
合
支
所
住
民
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
請
求
の
場
合
は
、宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒（
80
円

切
手
貼
付
の
こ
と
）を
同
封
し
て（
本
庁
）市
民
課
市
民
係
ま
で
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

○
墓
地
使
用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え

左
記
申
し
込
み
先
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
し
込
み
は
、1
世
帯
に
つ
き
1
件
と
し
ま
す
。

○
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

○
抽
選
は
区
画
ご
と
で
行
な
い
ま
す
。

市
立
墓
地
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
四
万
十
市
立
墓
地
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
」
お
よ
び
「
同
施
行
規
則
」
に
定
め
る
一
定
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。

８
月
８
日（
月
）午
前
10
時
〜

場
所:

市
役
所
３
階  

会
議
室
３
０
３
・
３
０
４

※
抽
選
者
は
申
込
者
お
よ
び
申
込
者
に
委
任（
要
委
任
状
）さ
れ
た
人
の

み
で
す
。

永

代

使

用

料

お

よ

び

管

理

手

数

料

住 宅 名 ほ か

所 在 地
構 造

間 取 り

建 築 年

家 賃

入 居 資 格

募集案内申し込み先
そ の 他
受 付 期 間
入 居 予 定
問 い 合 わ せ 先

古津賀第2団地共同住宅
A－１号室
古津賀3760番地
中層耐火構造４階建
６畳×２・4.5畳・ＤＫ・
ＷＣ・浴室・物置
昭和49年度
8,400円から

単身の場合は、昭和31年
４月１日以前に出生の者

元町第1住宅
1-4、2-1、3-1号室
右山元町1丁目1-26
中層耐火構造３階建
６畳×２・4.5畳・ＤK・
ＷＣ・浴室・物置　　　　
昭和53年度
6,300円から

単身の場合は、昭和31年
４月１日以前に出生の者

入田団地共同住宅（Ａ棟）
A-302号室
入田3592番地
中層耐火構造３階建
６畳×２・３畳・ＬＤＫ・
ＷＣ・浴室・物置　　　　
平成11年度
23,600円から

単身の入居は不可
※入居世帯の所得額により異なります。

　

現
在
放
送
中
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放

送
は
平
成
23
年
7
月
24
日
に
終
了
し
、

全
て
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
移

行
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴
に
つ
い

て
ご
不
明
な
点
や
ご
質
問
等
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
地
デ
ジ
臨
時
相

談
コ
ー
ナ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
！ 

期
　

間

　

6
月
27
日（
月
）〜
8
月
26
日（
金
）

　

の
平
日
の
み
 

時
　

間

　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

場
　

所
　

　

四
万
十
市
役
所 

1
階 

ロ
ビ
ー

　

電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
デ
ジ
サ
ポ

高
知
に
！

　
　

総
務
省 

高
知
県
テ
レ
ビ
受
信
者

　
　

支
援
セ
ン
タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
高
知
）

　
　

☎
0
8
8-

8
1
3-

0
0
0
0

　

受
付
時
間

　
　

平
　
　

日
　

9
時
〜
21
時

　
　

土
・
日
・
祝
　

9
時
〜
18
時

市
役
所
に
地
デ
ジ
臨
時
相
談

　

コ
ー
ナ
ー
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
！

地
デ
ジ
化
は

　
　
　

お
済
み
で
す
か
？

○住宅に困窮していること  
○所得に制限があります  
※詳細についてはお問い合わせください。  
（本庁）財政課　※募集案内は7月6日(水)から配布します  
希望者が多数の場合は抽選となります。　※応募は1世帯1部屋に限ります。 
7月11日（月）～22日（金）  
8月下旬  
（本庁）財政課 管財契約係　☎（３４）６１２０　  

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

平
成
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年
7
月
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医
師
診
療
担
当
日
● 

受
　
　

付:

８
時
〜
11
時

● 

診
療
時
間:

９
時
〜

７
月
１
日
か
ら

月 火 水 木 金

内　科

外　科

整形外科

脳神経

外　科

泌尿器科

午前

午後

午前

午前

午前

午後 急　患　の　み

休　　　　　診

（第1週休診）

（禁煙
外来を
含む）

(呼吸器内科)

初診
初診初診

再診再診

再診

初診

再診

再診

再診

休診
（紹介患者のみ）

樋口佑次

再診

再診

再診

再診

初診

再診

三宅昌文

樋口佑次

樋口佑次

樋口佑次 樋口佑次

樋口佑次

第2
第4

鷲山憲治 

鷲山憲治 

飛梅　亮

飛梅　亮

国立高知
病院医師

竹田修司

石井泰則

竹田修司

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

市
民
病
院　

☎（
３
４
）２
１
２
６

市
民
病
院　

☎（
３
４
）２
１
２
６

休診
休診

樋口佑次

樋口佑次

樋口佑次

筒井章仁

平成23年度 国民健康保険税を決定しました

～平成23年度国民健康保険税納税通知書は７月15日（金）に発送します～
　国民健康保険制度は、万が一の病気やケガのとき、安心して

医療を受けられるための助け合いの制度です。加入者皆さん

の国保税によって支えられています｡

　平成２３年度の納期限は以下のとおりです｡

　納期内に忘れずに納めましょう。

●
国
保
税
の
軽
減
制
度

　

国
保
税
に
は
、
世
帯
主
お
よ

び
国
保
加
入
者
等
の
前
年
中
の

所
得
に
よ
り
、
均
等
割
額
と
平

等
割
額
に
つ
い
て
７
割
軽
減
・

５
割
軽
減
・
２
割
軽
減
の
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。
軽
減
を
受

け
る
た
め
に
は
所
得
の
申
告
が

必
要
で
す
。
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

●
国
保
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
保
加
入

の
届
出
を
し
な
い
で
い
る
と
国

保
資
格
を
得
た
年
月
ま
で
遡
っ

て
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。ま
た
、新
し
く
健
康
保

険
が
で
き
た
場
合
も
、
国
保
脱

退
の
届
出
を
し
な
い
で
い
る
と
、

国
保
資
格
を
喪
失
し
て
い
な
い

ま
ま
と
な
り
、
国
保
税
の
計
算

が
正
し
く
行
え
ま
せ
ん
。転
入
・

転
出
や
他
の
健
康
保
険
へ
の
加

入
・
脱
退
等
、国
保
資
格
に
異
動

の
あ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
14
日

以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
納
税
相
談
に
つ
い
て

　

失
業
や
病
気
ま
た
は
災
害
な

ど
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
国
保

税
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

分
割
納
付
や
減
免
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

減
免
は
、
納
期
限
７
日
前
ま

で
の
申
請
が
必
要
で
す
。
早
め

に
納
税
相
談
に
お
い
で
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

〔
課
税
に
つ
い
て
〕

　

（
本
庁
）税
務
課 

市
民
税
係

　
　

☎（
3
4
）1
1
1
2

　

（
総
合
支
所
）住
民
課 

税
務
係

　
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

〔
納
税
に
つ
い
て
〕

　

（
本
庁
）
税
務
課 

収
納
係
　

  

　
　

☎（
3
5
）5
5
5
2

　

（
総
合
支
所
）住
民
課 

税
務
係

　
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

〔
資
格
に
つ
い
て
〕

　

（
本
庁
）市
民
課 

国
保
係 

　

　
　

☎（
3
4
）1
1
1
4

　

（
総
合
支
所
）住
民
課 

住
民
国
保
係

　
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

第１期

8月1日

第２期

8月31日

第３期

9月30日

第４期

10月31日

第５期

11月30日

第６期

12月26日

第７期

1月31日

第８期

2月29日
年金支給月

普通徴収 特別徴収

税務課
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☆
保
険
料
の
計
算
方
法

　

保
険
料
は
一
律
に
負
担
し
て
い
た
だ
く「
均
等
割
額
」と
、

　

所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
「
所
得
割
額
」
を
合

　

計
し
て
被
保
険
者
個
人
ご
と
に
算
出
し
ま
す
。

年
間
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝

均
等
割
額
　

４
万
８
９
３
１
円

+

所
得
割
額

（
総
所
得
金
額
等－

33
万
円
）×

８
．９
４
％

○
一
人
当
た
り
の
保
険
料
の
上
限
は
50
万
円
で
す
。

○
総
所
得
金
額
等
と
は
総
所
得
金
額（
公
的
年
金
等
控
除
な

　

ど
を
差
し
引
い
た
額
）
と
山
林
所
得
、
土
地
建
物
の
譲
渡

　

所
得
等
の
分
離
課
税
所
得
の
合
計
で
す
。

☆
保
険
料
の
軽
減

①
所
得
の
低
い
人
は
、世
帯
の
総
所
得
金
額
等
に
応
じ
て
均

　

等
割
額
が「
９
割
」・「
8.5
割
」・「
５
割
」・「
２
割
」軽
減
さ
れ

　

ま
す
。

②
保
険
料
の
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額
が
58
万
円
以

　

下
の
人
（
年
金
収
入
の
み
の
人
の
場
合
、
年
金
収
入
額
が

　

２
１
１
万
円
以
下
の
人
）
に
つ
い
て
は
、
所
得
割
額
が
５

　

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す
る
前
日
に
被
用
者
保
険（
協

　

会
け
ん
ぽ
・
共
済
組
合
・
船
員
保
険
な
ど
）
の
被
扶
養
者

　

（
扶
養
家
族
）で
あ
っ
た
人
は
、均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ

　

れ
、所
得
割
額
は
賦
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
注
）同
一
世
帯
の
中
で
、被
保
険
者
や
世
帯
主
の
前
年
中
の

　
　

所
得
が
決
定
で
き
て
い
な
い
人
が
い
る
場
合
、保
険
料

　
　

軽
減
判
定
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、所
得
申
告
を
お
願
い

　
　

し
ま
す
。

☆
保
険
料
の
納
付

　

【
特
別
徴
収
】（
年
金
天
引
き
）

　
　

原
則
と
し
て
、年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
受
給
者
は
年

　

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
合

　

わ
せ
た
保
険
料
額
が
、年
金
額
の
1/2
を
超
え
る
場
合
は
普

　

通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　

【
普
通
徴
収
】

　
　

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
は
、納
付
書
ま
た
は

　

口
座
振
替
に
よ
り
市
へ
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

◎
納
付
方
法
を
「
年
金
天
引
き
」
か
ら
「
口
座
振
替
」
に
変

　

更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　

口
座
振
替
に
変
更
す
る
場
合
は
、事
前
に
申
請
手
続
き

　

が
必
要
で
す
。
手
続
き
の
時
期
に
よ
り
、
年
金
天
引
き
を

　

中
止
す
る
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

☆
保
険
料
の
減
免

　
　

災
害
や
病
気
ま
た
は
失
業
等
で
生
活
が
著
し
く
困
窮

　

す
る
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

　

き
は
、申
請
に
よ
り
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
。納
期
限
７
日
前
ま
で
に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で

　

す
。

●
保
険
証
の
更
新

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
が
医
療
機

関
の
窓
口
で
負
担
す
る
割
合
（
１
割
ま
た
は
３
割
）
に
つ
い

て
は
、毎
年
前
年
中
の
所
得
に
よ
り
、再
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、７
月
31
日

で
す
。
８
月
１
日
か
ら
使
え
る
新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

国
保
係
　
　

 

☎（
３
４
）１
１
１
４

（
総
合
支
所
）住
民
課 

住
民
国
保
係 

☎（
５
２
）１
１
１
１

後
期
高
齢
者
医
療

　
　

保
険
料
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定

通
知
書
は
、7
月
15
日(
金)
に
発
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
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《国民健康保険・後期高齢者医療制度》

～ 入院時の窓口負担と食事代の減額制度について ～
《国民健康保険・後期高齢者医療制度》

～ 入院時の窓口負担と食事代の減額制度について ～
《国民健康保険・後期高齢者医療制度》

～ 入院時の窓口負担と食事代の減額制度について ～
【７０歳未満の人】　
○住民税非課税世帯の人は、入院時の食事代の減額のみでなく、窓口負担も自己負担限度額まで減額を受けられます。
○住民税課税世帯の人は、入院時の食事代の減額は受けられませんが、窓口負担の減額は受けられます。

【７０歳以上の人】（後期高齢者医療加入者含む）
○住民税非課税世帯の人は、これまで同様、入院時の食事代と窓口負担の減額を受けられます。
○住民税課税世帯の人は、入院時の食事代の減額は受けられませんが、手続きなしで窓口負担は減額されます。

※2　単身世帯で年金収入80万円以下の世帯等
※3　入院医療の必要性の高い人は、一般病床に入院時の取り扱いとなる場合があります。
◆　認定証の交付を受け、医療機関の窓口で提示しないと減額の適用は受けられません｡

◆　7月31日までの認定証の交付を受けている人の手続きについて
　　（国保加入者）8月1日以降も引き続き減額の適用を受けるためには、再度申請が必要です｡

　　（後期高齢者医療加入者）申請は不要です。8月1日以降も引き続き減額の対象となる人には、７月下旬に認定証を送付します。

　
○受付窓口・問い合わせ先

 （本　　庁）市民課 国保係      　☎（３４）１１１４
　　　　　　　　　　　（総合支所）住民課 住民国保係　☎（５２）１１１１

※1　過去１年間の入院日数が90日を超え、長期認定を受けた場合

◆ 手続きの方法など　申請受付：7月15日（金）～

Ａ
　
　
　

 

Ｂ
　
　

 

　

 

Ｃ

Ａ
　
　

    

Ｂ
　

   

　

  
Ｃ

区    　　分

上位所得者

一　　　　般

（住民税課税世帯）

住民税非課税世帯

（世帯全員が非課税）

区    　　分

住民税課税世帯

住民税非課税世帯（区分Ⅱ）

申請に必要なもの その他注意点

療養病床に入院時の食事代および居住費　※3
一般病床に入院

時の食事代

1食 260円

（減額なし）

1食 210円

1食 160円 ※1

1食 100円

入院時生活療養Ⅰを算定する

保険医療機関に入院の場合

入院時生活療養Ⅱを算定する

保険医療機関に入院の場合

（食事代）1食 460円

（居住費）1日 320円

（食事代）1食 420円

（居住費）1日 320円

1ヶ月の自己負担限度額

〔　〕内は4回目以降

150,000円＋（総医療費－

500,000円）×1％

〔 83,400円 〕

80,100円＋（総医療費－

267,000円）×1％

〔 44,400円 〕

35,400円

〔 24,600円 〕

一般病床に入院

時の食事代

1食 260円

（減額なし）

1食 260円

（減額なし）

1食 210円

1食 160円 ※1

減額の適用に必要な

認定証の種類

限度額適用認定証

限度額適用認定証

および

標準負担額減額認定証

住民税非課税
世帯（区分Ⅰ）

※2

下記以外

老齢福祉
年金受給者

（食事代）1食 210円

（居住費）1日 320円

（食事代）1食 130円

（居住費）1日 320円

（食事代）1食 100円

（居住費）1日   0円

○保険証・印鑑・交付済の認定証（更新の人）

○90日を超える入院期間のわかる領収書や証明書

　など（該当している人のみ）

平成22年中の所得を申告していない人は、申請す

る前に（本庁）税務課、(総合支所)住民課などで申告

をする必要があります｡
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7

注1）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国保加入者で受診票又は受診券を送付している人および40歳以上の協会けんぽ等加
　　入の被扶養者で市に事前に予約済みの人が対象です。 
注2）4月に配布した「中村地域保健衛生事業計画表」では8月12(金)になっていましたが、8月9日(火)に変更になりましたのでご注意く
　　ださい。   
※7月16日までの計画については、広報四万十6月号に掲載しています。    
   

事　　業　　名　

乳児健診

胃がん検診

健康の集い

胃がん検診

ぴよっこクラブ（親子の集い）

1歳9ヵ月児健診

出張料理教室（集いセット）

特定健診（生活習慣病健診） 注1

マム＆チルドレン

特定健診（生活習慣病健診） 注1

乳児・1歳6ヵ月児・3歳児健診

特定健診（生活習慣病健診） 注1

定例健康相談

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

子宮がん検診

子宮がん検診

子宮がん検診

子宮がん検診

子宮がん検診

子宮がん検診

3歳児健診

1歳9ヵ月児健診　　注2

出張健康相談

乳児健診

献血

献血

子宮がん検診

子宮がん検診

献血

月　 日

7月20日（水）

7月21日（木）

7月22日（金）

7月25日（月）

7月27日（水）

7月28日（木）

7月29日（金）

8月 1日（月）

8月 2日（火）

8月 3日（水）

8月 4日（木）

8月 5日（金）

8月 9日（火）

8月10日（水）

8月11日（木）

8月12日（金）

該当地区

中村街

中村街

中村街

中村街

中村街

下田

下田

時　　間

12:50～13:30

8:00～10:30

13:30～

8:00～10:30

9:30～11:30

12:50～13:30

11:00～

9:30～10:30 13:30～14:30

10:00～11:30

9:30～10:30 13:30～14:30

受付　13:30～

9:30～10:30 13:30～14:30

9:00～11:00

9:30～10:00

10:30～11:00

13:30～14:00

15:00～15:30

10:00～10:30

11:00～11:30

13:30～14:00

15:00～15:30

9:00～10:00

10:40～11:10

13:00～14:00

9:00～ 9:30

10:30～11:00

13:00～14:00

12:50～13:30

12:50～13:30

9:00～11:00

12:50～13:30

13:00～17:00

9:00～11:30 12:30～17:00

9:30～11:00

13:00～14:30

9:00～12:30

場　　　所

市役所 3階 会議室

市立中央公民館

玖木公民館

市立中央公民館

西土佐保健センター

市役所 3階 会議室

橘集会所

市立中央公民館

具同体育センター

市立中央公民館

西土佐保健センター

市立文化センター

西土佐分署横

宮地集会所

奈路集会所

用井集会所

長生集会所

奥屋内上集会所

奥屋内下集会所

南津地区保健福祉サテライト

玖木公民館

津野川小学校

須﨑集会所

大宮出張診療所

本村半家集会所

藤ノ川出荷所

西土佐保健センター

市役所 3階 会議室

市役所 3階 会議室

JA高知はた西土佐支所

市役所 3階 会議室

国土交通省中村河川国道事務所

フジグラン四万十

竹島集会所

下田地区集会所

市役所

　子宮頸がん予防ワクチンの供給不足により、１回も接種を受けていない人は、接種ができない状況が続いていましたが、６月10
日より高校２年生相当の人（平成６年４月２日～平成７年４月１日生）に限って再開できるようになりました。接種希望者は、事前
に医療機関に問い合わせ、予約をしたうえで接種してください。高校２年生以外の人については、必要な供給量の確保ができた段
階で、改めてお知らせします。

　法令の改正により、平成23年５月20日から平成24年３月31日までの間、麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）予防接種の
対象者に修学旅行などで海外に行く高校２年生相当年齢の人（平成６年４月２日～平成７年４月１日生の人）が新たに追加されま
した。

■上記についての問い合わせ先 　（ 本庁 ）保健介護課 ☎（34）1115　（総合支所）保健課 ☎（52）1132
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　下記の人は、平成21年度より実施されている女性特有のがん検診（平成23年度からは、「がん検診推進事業」に事業名
変更）の対象者となっており、市が実施する子宮頸がん検診・乳がん検診を無料で受けられます。対象者には６月に「が
ん検診無料クーポン券」と「検診手帳」をお送りしていますので検診希望の人はお申し込みください。（クーポン券有効
期限は平成24年1月31日まで）

子宮頸がん検診対象者
平成 2年４月２日～平成 3年４月１日生の人
昭和60年４月２日～昭和61年４月１日生の人
昭和55年４月２日～昭和56年４月１日生の人
昭和50年４月２日～昭和51年４月１日生の人
昭和45年４月２日～昭和46年４月１日生の人

乳がん検診対象者
昭和45年４月２日～昭和46年４月１日生の人
昭和40年４月２日～昭和41年４月１日生の人
昭和35年４月２日～昭和36年４月１日生の人
昭和30年４月２日～昭和31年４月１日生の人
昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生の人

※「がん検診無料クーポン券」は市の集団検診のほか下記医療機関等でも使用可能です。

子宮頸がん検診受診可能医療機関等（幡多郡内）

乳がん検診受診可能医療機関等（幡多郡内）

菊地産婦人科医院
山本産婦人科小児科

高知県総合保健協会幡多健診センター　☎0880（66）2800

☎（34）3351
☎（37）5566

高知県立幡多けんみん病院
高知県総合保健協会幡多健診センター

☎0880（66）2222
☎0880（66）2800

　太陽クリニックが、定期予防接種（三種混合、二種混合、麻しん・風しん、日本脳炎、BCG、インフルエンザ）、法令に基づかない

予防接種（BCG）、子宮頸がん等ワクチン接種（子宮頸がん予防・ヒブ・小児用肺炎球菌）受託医療機関に加わりました。

住　　所　四万十市右山天神町5-3　　☎（34）0372
受付時間　9時～12時、15時～18時（休診は木・日曜日、祝日）
※３日前までに予約の連絡をお願いします。

　日本脳炎の予防接種は、平成23年5月20日付けで法令が改正になり、従来の対象者に加えて、平成17年度から平成21年度にか
けて、日本脳炎予防接種の積極的勧奨の差し控えにより接種を受ける機会を逃した、平成7年6月1日から平成19年4月1日まで
の間に生まれた人が、定期予防接種の対象者になりました。（接種期間は20歳の誕生日の2日前までとなります。）

≪平成7年6月1日～平成19年4月1日までに生まれた20歳未満の人≫
平成23年度に9歳、10歳になる人は、個別通知をしていますので、なるべく早い時期に第1期の接種を受けてください。

※　第1期が終了していない人は、まず、第1期分から接種を受けてください。
　　これまで定期予防接種ができなかった、7歳半から9歳未満、13歳以上20歳未満でも接種できます。

≪接種を希望する人≫
平成23年度は、３歳児と小学３・４年生にのみ個別通知を行っています。
個別通知をしていないお子様（平成7年6月1日以降生まれ）で、接種を希望する人は下記までご連絡ください。
接種料金　無料
実施場所　高知県内の受託医療機関

既に接種した回数

1回も接種していない人

1回接種を受けた人

2回接種を受けた人

3回接種を受けた人

接種回数（全4回）
残り4回
1期：3回
2期：1回
残り3回
1期：2回
2期：1回
残り2回
1期：1回
2期：1回
残り1回
（2期1回）

日本脳炎ワクチン 接種間隔

1期 （3回）
1回目の接種後、6日から28日あけて2
回目の接種をし、その後おおむね1年以
上あけて3回目の接種をします。
6日以上あけて、2回目と3回目を接種
します。（既に接種済みの１回目と今回
の接種間隔は6日以上）
6日以上あけて、3回目の接種をします。
（既に接種済みの2回目と今回の接種間
隔は6日以上）

2期 （1回）（9歳以上の人）

3回目の接種後6日以上あ
けて接種します。
ただし、9歳以上の人に限
ります。

ー

〔
〔
〔

〔
〔
〔

■上記についての問い合わせ先　（本庁）保健介護課 ☎(34)1115　(総合支所)保健課 ☎(52)1132平
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市
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本
庁
（
１
階
案
内
）
、
働
く
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人
の
家
（
右
山
五
月
町
）
、
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ら
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中
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）
、
中
村
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渡
川
1
丁
目
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と
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レ
ジ
袋
を
受
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取
っ
た
方
に
は
レ
ジ

袋
代
を
任
意
で
募
金
し
て
も
ら
い
、
い

た
だ
い
た
募
金
は
四
万
十
川
清
流
保
全

基
金
に
寄
付
し
、
こ
ど
も
の
環
境
学
習

や
環
境
保
全
等
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

家庭で不要になったマイバッグはありませんか

協力店名

コモンズ（Ｈ22.12閉店）

スリーエフ中村天神橋店

スリーエフ中村大橋通店

協力店名

スリーエフ具同バイパス店

スリーエフ中村竹島店

大宮産業

募金額

1,516円

26,014円

8,516円

募金額

8,142円

27,652円

6,407円

合計　　　　　　　　　　78,247円

平成22年度回収募金額

■ 問い合わせ先 ■　（市）環境生活課　☎（34）6126

　環境省による「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」が今年1月末より始まり、四国では
唯一の調査地区である高知県の参加者は、6月末時点で700人余となりました。
　この調査は、私たちを日々取り巻く環境が子ども達の健康にどのように影響を与えているかを明らかに
するため、3年間で全国15か所の拠点で10万組・高知県では5000組の妊婦さんとそのご家族にご協力をいた
だき、お子さんが13歳になるまで追跡調査をするものです。
　調査に参加された妊婦さんは、いつもどおりの生活をしていただく中で、通常の健診時に少し多めに採尿
や採血を、出産時にさい帯血（へその緒の中の血液）などをいただくほか、半年に一度程度の質問票の記入
や、お子さんの健診時に健診データをご提供いただきます。
　エコチル調査は県内4地区（高知市・南国市・四万十市・梼原町）在住の妊婦さんのみ対象です。四万十市に
お住まいで、8月以降にご出産予定の妊婦さんとそのご家族はご協力をお願いします。詳しくは、環境省によ
る全国共通のトレーニングを受け高知大学より各協力医療機関に配属されている「リサーチコーディネー
ター（エコチル調査員）」にお尋ねくださるか、下記に問合せをお願いします。
　１組でも多くのご協力をよろしくお願いします。　

問い合わせ先
[エコチル調査コールセンター]

☎ 0120-53-5252（9：00－21：00　フリーダイヤル・年中無休）

[環境省のエコチル調査ホームページ]

http://www.env.go.jp/chemi/ceh/index.html

[高知大学医学部内　エコチル調査　高知ユニットセンター事務局]

ホームページ http://kochi-ecochil.jp/

☎ 088（880）2173(土・日・祝日を除く午前9時～午後5時)

E-mail：info@kochi-ecochil.jp

高知県のエコチル調査の
キャラクター「ちょるるん」
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四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

7月16日（土）
8月 9日（火)

7月20日（水）

8月12日（金)

8月10日（水）

7月27日（水）

8月 8日（月）

8月 8日（月）

9：30～10：30

10：00～11：00

9：30～10：30

9：30～10：30

9：30～10：30

9：30～10：30

なし

なし

数台分有

数台分有

数台分有

数台分有

保育所名 月　　日 駐車場時　間

園庭開放

※雨天の場合は中止します。

愛 育 園

もみじ保育所

具 同 保 育 所

あおぎ保育所

八 束 保 育 所

東中筋保育所

※新たに参加を希望される人は、準備などの都合があります
ので、あらかじめご連絡ください。①など番号が付いている
活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（３５）３７４８

～管理栄養士からのメッセージ～

作
り
方

（市民病院 管理栄養士 池一美）

①枝豆をゆでて実を取り出す
②じゃがいもの皮をむき１ｃｍ角に切ってゆでる
③たまねぎは細切りにして水にさらす
④レタスは洗って水をきり食べやすい大きさにちぎる
⑤かにかまぼこは１ｃｍ位に切る
⑥すべての材料を混ぜ合わせて塩こしょうとマヨネー
　ズで味付けする

■枝豆（えだまめ）は７月が旬！今が一番おいしい季節です。植物性たんぱく質

　や食物繊維、ビタミン、ミネラルが豊富に含まれています。ゆでて塩をふって

　食べるのが一般的ですが、サラダに入れると、とても色鮮やかになります。

栄養成分　【１人分】
エネルギー：141kcal
たんぱく質：4.5g
脂　　　質：8.9g
 

所要時間約1５分

【材料１人分】 

枝豆サラダ

　マヨネーズは、原材料が油脂でカロリーの高い食品です。生活習慣病予防の

ために摂りすぎには注意したいものです。カロリーを気にする方には、ライト

タイプをおすすめします。普通のマヨネーズに比べると味に違いを感じますが、

枝豆サラダのようにマヨネーズで合える料理ではその違いがほとんど気になら

ず、おいしく食べられます。

むき枝豆………………20g

じゃがいも……………40g

たまねぎ………………10g

レタス…………………10g

かにかまぼこ…………10g

塩、こしょう…………少々

マヨネーズ……………10g

親子ふれあい活動　　1･2･3歳児対象

　お母さんも子どもたちもおしゃべりしながらおやつタ
イム…楽しいひと時を過ごしましょう。栄養士さんの作
ってくれる保育所の手作りおやつをいただきます。

ぽっぽでティータイム　①②③

時

場

①７月25日（月）、②26日（火）、③28日（木） 
　9:30～11:30
子育て支援センター

時

場

①８月 11日（木）、12日（金）
　9:30～11:30
子育て支援センター

①②③グループみんな一緒にプール遊び。アヒルさんに
なったり手作りの水鉄砲で、お友達と水遊びを楽しもう
♪お水が散っても大丈夫かな？
　※「みんなでプール」はグループを超えた活動です。
　　どちらか希望の日に参加してください。

みんなでプール

その他の活動

〔水あそび〕
　お母さんと一緒に水あそび。プールにお魚を浮かべて
遊ぼう！

ぴよちゃんクラブ　①②

時

場

①８月４日（木）、②５日（金） 9:30～11:30
子育て支援センター

　7月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝いしよ
うね。

お誕生会

時

場

［1、2、3歳児］　
［ぴよちゃんクラブ］　
子育て支援センター

｝7月21日（木）　9：30～11：30

育児相談
　相談日/月～金曜日
　　　　  9：30～11：30、13：00～17：00　
　子育てについて思っていること、悩んでいることなど
気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所
しての相談にも応じます。
☆ 家庭相談員による育児相談も行っています。
　 毎月第３木曜日　9：30～11：30
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申
請
免
除
制
度
と
は…

一
部
納
付（
一
部
免
除
）保
険
料（
月
額
）

　

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
は…

　

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、保
険
料
の
後
払
い
が
で
き
る
制
度
で
す
。

●
申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請
お
よ
び
承
認
期
間

不
慮
の
事
故
や
病
気
が
発
生
し
て
か
ら
申
請
を
行
っ
て
も
、障

　

害
や
遺
族
と
い
っ
た
年
金
の
受
給
資
格
要
件
に
算
入
さ
れ
ま

　

せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
承
認
を
受
け
た
期
間
は…

　

平
成
23
年
7
月
分
か
ら
の

申
請
免
除
等
の
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
！

　

平
成
23
年
7
月
分
か
ら
の

申
請
免
除
等
の
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
！

　

平
成
23
年
7
月
分
か
ら
の

申
請
免
除
等
の
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
！

　全額免除および一部納付の対象となる所得のめやす
（平成 23年度）　

日本年金機構幡多年金事務所　（本庁）市民課 市民係　　（総合支所）住民課 住民国保係問い合わせ・申請先
　（34）1616 　（34）1113 　（52）1111

めやす
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市
民
の
み
な
さ
ん
の
基
本
的
人
権

を
守
る
た
め
に
真
の
連
帯
を
深
め
、

そ
の
手
法
・
内
容
に
つ
い
て
学
び
あ

い
、共
通
の
認
識
の
も
と
課
題
解
決

に
向
け
た
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
　

時
　

８
月
２
日（
火
）
　

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
16
時
40
分

参
加
費
　

無
料

時間

内容 講　演
昼食・移動

市立文化センター
市立中村中学校

分科会・閉会受　付

市立文化センター

開会行事

会場

平成
23年度

四
万
十
市
人
権
教
育
研
究
大
会

9：00～
　　9：30

9：30～
　10：00

10：00～
　11：40

11：40～
　13：00

13：00～
　16：40

研究テーマ　

　差別の現実から深く学び、生活を高め、未来を保障する教育を確立しよう。

　人権課題の解決に向けて取り組む教育を全市民とともに創造しよう。

講　演　『姿なき挑戦者』に勝つために

　　　　　川極　悟さん〔三重県伊賀市役所大山田支所住民福祉課人権同和係主任〕 

分科会    　　  第１分科会 　　　 第 2分科会        　第 3分科会    第 4 分科会 　  第 5 分科会

テーマ

（予定）

発表者

（予定）

人権確立をめざす
教育の創造

学校と地域におけ
る子どもの自主的
活動

人権確立をめざす
地域の教育力と文
化創造

生活課題と学習・
啓発活動進路・学力保障

中村小学校、具同小学校、中筋小学校、八束小学校、大用小学校、田野川小学校、東中筋中学校　　
下田中学校、あおぎ保育所　ほか

駐車場　市立中村小学校校庭　　※お車にはできるだけ乗り合わせてご参加ください。

●問い合わせ先　（市）人権啓発課　☎（35）1035

　

皆
さ
ん
、
介
護
の
悩
み
や
戸
惑
い
、
日
々

の
不
安
な
ど…

…

共
に
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
知
恵
や
経
験
を
出
し
合
い
、
ゆ
っ
く
り
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

初
め
て
の
人
、
介
護
を
終
え
た
人
、
関
係

機
関
の
人
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
　

時
　

７
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

「
ア
ル
メ
リ
ア
」

　
　
　
　
　

（
中
村
東
町
１
丁
目
５̶

22
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
3
４
）
２
３
７
３

　

家
族
の
方
だ
け
で
も
、
認
知
症
の
方
と
ご

一
緒
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

★
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

　

員
も
参
加
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
●

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
事
務
局：

松
岡
時
規
子

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
３
４
）
４
５
２
８

（
市
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
３
４
）
０
１
７
０

はなしてみませんか
四
万
十
市
認
知
症
家
族
の
会

　

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」   

認知症介護の悩み…… はなしてみませんか認知症介護の悩み…… はなしてみませんか認知症介護の悩み……

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り

ネアカヨシヤンマ

　

7
月
は
大
形
ヤ
ン
マ
の
活

動
期
で
す
。
谷
奥
の
小
さ
な

流
れ
で
暮
ら
し
て
い
る
オ
ニ

ヤ
ン
マ
科
の
オ
ニ
ヤ
ン
マ

は
、
上
旬
ま
で
に
羽
化
を
終

え
ま
す
。
2
〜
3
週
間
の
山

林
暮
ら
し
の
後
、
下
旬
に
は

再
び
低
地
に
戻
り
、
オ
ス
は

朝
夕
に
流
れ
の
上
を
パ
ト

ロ
ー
ル
飛
行
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

ヤ
ン
マ
科
の
多
く
は
全
国

各
地
で
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
特
に
少
な
く
な
っ
て

い
る
ネ
ア
カ
ヨ
シ
ヤ
ン
マ
と

マ
ル
タ
ン
ヤ
ン
マ
の
群
飛
が

見
ら
れ
る
こ
と
は
ト
ン
ボ
公

園
最
大
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
と
り
わ
け
、
梅
雨
明

け
当
日
の
午
後
7
時
こ
ろ
に

観
察
さ
れ
る
群
飛
は
、
こ
の

2
種
を
中
心
に
1
0
0
頭
ほ

ど
の
ヤ
ン
マ
た
ち
が
集
合
し

圧
巻
で
す
。

　

花
は
W
W
F
・ジ
ャ
パ
ン

池
の
チ
ャ
ワ
ン
バ
ス
が
お
す

す
め
で
す
。
ま
た
野
草
で
す

が
、
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
も
梅
雨

明
け
の
こ
ろ
に
オ
レ
ン
ジ

の
、
よ
く
目
立
つ
花
を
咲
か

せ
て
く
れ
る
の
で
、
日
々
の

草
刈
で
刈
り
取
ら
な
い
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
カ
ノ
コ
ユ
リ
、
ヒ

メ
コ
ウ
ホ
ネ
な
ど
も
見
ご
ろ

と
な
り
ま
す
が
、
真
夏
の
ス

イ
レ
ン
は
さ
ら
に
朝
早
く
か

ら
開
花
し
、
晴
天
で
は
午
前

10
時
こ
ろ
か
ら
し
ぼ
み
始
め

ま
す
の
で
、
ス
イ
レ
ン
目
当

て
の
方
は
早
め
の
お
越
し

を
。

問 

（
社
）
ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会
　

　
　
　
　

  

☎
（
3
7
）
4
1
1
1

チャワンバス

かわぎわ さとる
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５
月
29
日
（
日
）
、
幸
徳
秋
水
の
刑
死
百

年
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
逆
事

件
百
年
の
現
代
的
意
義
」
が
市
立
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
が
直
撃
し
た
影
響
も

あ
っ
て
、
予
定
し
て
い
た
パ
ネ
リ
ス
ト
の

欠
席
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
桜
美
林
大
学
教
授
の
早
野
透
さ

ん
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
田
中
伸

尚
さ
ん
、
市
場
経
済
研
究
所
会
長
の
鍋
島

高
明
さ
ん
の
３
人
が
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

　

登
壇
し
た
３
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
秋
水
の
先
見

性
や
勇
気
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
現
在

も
繰
り
返
さ
れ
る
国
家
権
力
の
横
暴
や
冤

罪
事
件
に
言
及
し
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ

る
も
の
が
現
在
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
る
福
島
第
一
原
発
で
あ
る
と
指

摘
。
国
策
に
安
易
に
追
従
す
る
こ
と
の
危

険
性
を
訴
え
、「
国
家
犯
罪
や
国
家
主
導
、

そ
れ
を
推
し
進
め
て
し
ま
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
責
任
。
大
逆
事
件
の
構
造
は
百

年
後
の
今
も
残
っ
て
い
る
」
な
ど
と
意
見

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
水
に
つ
い
て
、
早
野
さ
ん
は
、「
明
治

時
代
、秋
水
が
訴
え
た
社
会
主
義
、無
政
府

主
義
は
、よ
く
読
み
返
し
て
み
る
と
、今
で

は
当
た
り
前
の
考
え
方
で
あ
る
。自
由
、平

等
、博
愛
、そ
し
て
戦
争
の
禁
絶
。そ
れ
は
、

戦
後
に
で
き
た
日
本
国
憲
法
の
内
容
と
同

じ
で
あ
る
。よ
く
、米
国
か
ら
与
え
ら
れ
た

か
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
憲
法
だ
が
、
秋
水

ら
の
血
の
犠
牲
に
よ
り
勝
ち
取
っ
た
も
の

と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
」と
指
摘
、

田
中
さ
ん
は
、「
事
件
が
社
会
的
に
冤
罪
な

の
は
明
ら
か
な
の
に
、
法
的
に
は
被
害
者

は
死
後
も
大
逆
犯
の
ま
ま
。
だ
か
ら
国
家

は
謝
罪
す
る
理
由
が
な
い
。
真
実
を
獲
得

す
る
た
め
に
司
法
で
道
筋
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
」
。
鍋
島
さ
ん
は
「
当
時
の
言
論
界

を
リ
ー
ド
し
た
人
物
。『
龍
馬
の
後
は
秋

水
』
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、『
秋
水
と
中

江
兆
民
と
黒
岩
涙
香
』
と
は
言
え
る
だ
ろ

う
。い
つ
ま
で
も
龍
馬
頼
み
で
な
く
、こ
れ

ら
言
論
の
先
人
を
顕
彰
し
、
地
域
お
こ
し

に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
再
評
価
に

期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
秋
水
の
家
族
や
秋
水
の
再
評

価
の
動
き
な
ど
に
つ
い
て
、
会
場
か
ら
意

見
や
質
問
が
相
次
い
で
、
時
間
い
っ
ぱ
い

白
熱
し
た
議
論
が
続
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の「
大
逆

事
件
の
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
会
」
事
務

局
長
の
山
泉
進
・
明
治
大
学
副
学
長
が
、

「
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
議
論
が
で
き
、想
像

以
上
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。
秋
水

の
地
元
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
の
だ
と
思

う
」と
締
め
く
く
り
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終

了
し
ま
し
た
。

幸
徳
秋
水

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

親
子
考
古
学
教
室

「
勾
玉
づ
く
り
火
起
こ
し
体
験
」

親
子
考
古
学
教
室

「
勾
玉
づ
く
り
火
起
こ
し
体
験
」

　

こ
の
教
室
で
は
勾
玉
の
製
作
や
、昔
な
が
ら

の
火
お
こ
し
の
体
験
を
通
じ
て
昔
の
人
々
の

暮
ら
し
を
学
び
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
講
座

で
、２
日
間
で
３
回
行
い
ま
す
。

日
　

時
　

７
月
28
日（
木
）午
後
の
部

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

　
　
　
　

７
月
29
日（
金
）午
前
の
部

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　

７
月
29
日（
金
）午
後
の
部

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

３
階 

研
修
室
Ⅱ

　
　
　
　

※

開
講
時
間
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い

定
　

員
　

各
先
着
約
30
人

参
加
料
　

無
料

申
込
方
法
　

右
記
３
講
座
よ
り
、希
望
す
る
日
と

　
　
　
　

時
間
帯
、参
加
人
数
を
確
認
の
う
え
、

　
　
　
　

左
記
申
し
込
み
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

※

７
月
４
日 

９
時
よ
り
受
付
開
始

 

埋蔵文化財センター
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■会場
　●第1講座　　　　　　：西土佐ふれあいホール
　●特別講座、第2～5講座：市立中央公民館 2階大ホール

■開場：18時30分　　■講演：19時～20時30分

■受講券
　●連続(回数)受講券（5講座）　
　　一般：1500円　　
　　60歳以上、高校生、障害者手帳をお持ちの人：1000円
　●特別受講券（1講座のみ）：500円

■託児サービス：3歳児～小学3年生まで
　送迎バス：西土佐　中村間
　※1週間までに事前予約必要

■手話または要約筆記：回により異なります

■受講券販売所
　市立中央公民館、（本庁）市民課、
　（総合支所）住民課、
　（市）教育委員会 西土佐事務所

「生きる力をはぐくむ生涯学習」
　ヒトは、長い時間をかけて人によって生きる力を育てられます。生涯学習は、人間が
よりよく生きるために、考えられました。大きな国難の中、新しい時代を切り開き、確
かな希望のある地域をつくり、次の世代を次の時代へと送りとどける生涯学習が、今
こそ必要です。

昭和17年北海道生まれ。埼玉県北本市在住40年。出版社経営。生涯学習ゆめ・みらい研究所主宰。

「文化的景観－魅力ある風景を未来へ－」

　四万十川は、「四万十川流域の文化的景観」として、重要文化的景観に選定されてい
ます。地域の営みに注目し、それを活かしながら地域の活性化を進めるには？文化的
景観って何？という疑問を持ち、日本の他地域の取り組みを理解する中で、四万十川
流域に生きる人たちがこれから目指す地域のあり方について考えます。

 「東日本震災は、他人事とちゃうぞ！」
　1707年、宝永地震の災害記録「谷陵記」に、「下田、亡所、潮は山迄、山際に屋具ばかり
残る。初崎、潮は山迄、一木一草残ナシ」とある。三陸海岸田老町の写真、見てみい。斜面
の結構高いところに、ふとんやら畳やら、屋具が打ちあげられとるやろ。宝永地震の津
波のとき、四万十の下田もこないなったんじゃ。次の南海地震が宝永地震と同じよう
な連動型になったら、四万十の下田も初崎も、こうなるんやで。四万十市の津波対策、
見直しじゃ。

昭和45年東京大学工学部卒業。研究分野は、歴史地震学、津波探知、高潮。理学博士。

 「幸徳秋水と坂本清馬」

　高知県出身の2人の個性を通して、日本の近代化の中で苦悶した反逆者の人生をた
どる。「大逆事件」を生き抜いた坂本清馬を主人公とした「残夢」を、週刊金曜日に連載
中。そのエピソードを語る。
1938年青森県出身。記者、編集者を経てルポルタージュ作家。
（主な著書）
「自動車絶望工場」（講談社）、「六ヶ所村の記録」（毎日出版社文化賞）「反骨のジャーナリスト」（岩波新
書）、「日本の原発危機地帯」（清志社）

 「京の文化と歌のこころ」

　旧暦における四季の美を和歌を通してみる。立春から歳暮までの代表的な和歌を紹
介しつつ、日本人がそこに構築した型の四季の美を考える。和歌の美が日本の代表的な
美として受け継がれ、今日に至ったことを知ることができればよいと思う。

昭和22年冷泉家24代冷泉為任・布美子の長女として京都市に生まれる。京都女子大大学院修士課程修了。現在、公益

財団法人冷泉家時雨亭文庫常務理事。冷泉流和歌会を指導。25代冷泉為人夫人。

 「世界の秘境を旅して」
　大自然をテーマにしたドキュメンタリーを数多く手がける。探検家・関野吉晴氏と
ともに人類の拡散ルート「グレート・ジャーニー」を辿る。

昭和29年高知県須崎市生まれ。高知学芸高、東京農業大学卒業後、米国のテンプル大学とニューヨーク大学で映画製
作を学ぶ。テレビディレクターの傍ら映画監督としての活動を始める。
（主な作品）
テレビ：「グレートジャーニー　人類5万年の旅」、「世界遺産を行く　サバンナの大水煙～アフリカ・ビクトリアの滝～」
映画：「ｐｕｕｊｅｅ」（モンゴル草原を駆ける少女）～韓国ＥＢＳインターナショナルドキュメンタリー映画祭　グ
ランプリ受賞～

8/5
（金）

生涯学習ゆめ・みらい研究所所長.

工藤　日出夫

第１講座

8/10
（水）

文化庁記念物課文化財調査官

井上　典子

特別講座

8/17
（水）

東京大学地震研究所准教授

都司　嘉宣

第2講座

8/24
（水）

ルポルタージュ作家

鎌田　慧

第3講座

8/29
（月）

冷泉家時雨亭文庫常務理事

冷泉　貴実子

第4講座

9/9
（金）

ドキュメンタリー映画監督

山田　和也

第5講座

■問い合わせ・申込先　（市）教育委員会  生 涯 学 習 課 　 ☎（ 3 4 ）7 3 1 1

　今年は、第1講座を西土佐で開催します。西土佐　中村間の

送迎バスも用意しました。どしどしお申し込みください。

　8月10日の特別講座は、受講料無料です。

第30回 四万十

くどう ひ　で　お

いのうえ のりこ

つ　じ よしのぶ

かまた さとし

れいぜい き　み　こ

やまだ かずや
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昨
年
８
月
か
ら
市
外
在
住
者
を
対
象
に
募
集
を
開
始
し
た
四
万
十

市
ふ
る
さ
と
応
援
団
。

　

入
団
申
込
者
数
は
、
６
月
20
日
ま
で
で
５
１
０
人
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
市
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し
て
市
の
最

新
情
報
を
随
時
お
届
け
し
、ま
た
団
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、本
市
に
関

す
る
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
、ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
な
ど
、交

流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
や
県
人
会
、
中
村
高
校
、
幡
多

農
高
同
窓
会
な
ど
、
機
会
あ
る
ご
と
に
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
親
戚
や
ご
友
人
へ
の
呼
び
か
け
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〔
団
員
の
内
訳
〕

■
地
区
別

　

関
西
　

２
５
７
人（
５
０
・
４
％
）

　

関
東
　

１
２
４
人（
２
４
・
３
％
）

　

四
国
　

５
８
人（
１
１
・
４
％
）

　
　

う
ち
県
内
　

２
８
人（
５
・
５
％
）

　

そ
の
他
　

7
1
人(

1
3
・
9
％
）

■
入
団
の
き
っ
か
け

　

市
出
身
者
　

８
０
人（
１
５
・
７
％
）

　

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
　

３
７
人（
７
・
３
％
）

　

※

（
　

）内
は
団
員
数
５
１
０
人
に
対
す
る
比
率
で
す

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
　

 

　

（
市
）企
画
広
報
課 

秘
書
広
報
室 

広
報
公
聴
係

　
　
　

☎（
3
4
）1
8
1
0  

F
A
X（
3
5
）0
0
0
7

         E
-m
a
il

：k
o
u
h
o
u
@
c
ity
.s
h
im
a
n
to
.lg
.jp

　

ま
ず
、こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

今
回
の
土
佐
一
條
公
家
行
列
藤
祭
り
の
開
催
に
際
し
、

父
で
あ
る
一
條
家
第
28
代
当
主
が
あ
い
に
く
都
合
で
訪

問
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
息
子
の

私
が
母
と
と
も
に
東
京
の
杉
並

区
よ
り
参
加
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

　

約
５
５
０
年
前
に
、
先
祖
で
あ

る
一
條
教
房
公
が
土
佐
中
村
へ

下
向
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

土
佐
一
條
は
私
の
分
家
に
該

た
り
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
断
絶

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訪
問
の
折
、
四
万
十
市

よ
り
熱
烈
な
歓
迎
を
し
て
い
た

だ
き
、
母
子
と
も
ど
も
感
激
し
て

お
り
ま
す
。 

　

元
来
私
は
雨
男
で
し
て
、
案
の

定
、
当
日
は
降
雨
が
あ
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
み
な
さ
ま

の
日
頃
の
御
協
力
の
賜
物
に
よ
り
、無
事
お
祭
り
が
敢
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

成
人
式
以
来
の
貴
族
の
衣
冠
束
帯
を
着
装
し
、新
聞
記

者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
り
、
馬
に
ま
た
が
り
、
山

藤
の
咲
く
京
を
模
し
た
碁
盤
の
目
を
通
り
、練
り
歩
い
た

り
し
ま
し
た
。日
頃
東
京
で
過
ご
し
て
い
る
だ
け
で
は
ま

ず
経
験
で
き
な
い
よ
う
な
貴
重
で
優
美
な
体
験
が
で
き
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
良
き
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。 

　

５
月
の
爽
や
か
な
陽
気
の
下
、当
家
の
家
紋
で
あ
る
一

條
藤
が
染
め
ら
れ
た
紫
色
の
の
ぼ
り
が
は
た
め
く
中
、行

列
は
出
発
し
ま
し
た
。
沿
道
の
小
さ
い
お
子
さ
ん
達
、
障

害
の
あ
る
方
々
、病
院
で
療
養
中
の
方
々
を
馬
上
か
ら
拝

見
し
な
が
ら
、 

約
５
５
０
年
前
、京
都
が
応
仁
の
乱
の
戦

火
で
混
乱
す
る
中
、私
の
先
祖
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
土

佐
へ
下
向
し
た
の
か
、中
世
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
ま
し

た
。
商
店
街
の
賑
わ
い
、
一
條
神
社
の
御
祭
神
へ
の
玉
串

拝
礼
、
玉
姫
の
美
し
い
御
輿
等
、
今
も
お
祭
り
当
日
の
出

来
事
が
目
に
焼
き
付
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
に
よ
っ
て
、明
治
以
降
の
近

代
化
の
中
で
忘
れ
去
ら
れ
て
き
た
古
代
日

本
人
の
有
し
て
い
た
自
然
や
超
然
な
る
も

の
へ
の
畏
怖
心
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
と

す
べ
き
だ
と
述
べ
た
学
者
が
お
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
公
家
行
列
藤
祭
り
は
い
わ
ば

神
事
を
兼
ね
た
町
興
し
の
側
面
が
あ
り
、大

震
災
を
経
験
し
た
日
本
人
が
自
然
に
相
対

峙
す
る
際
の
心
の
持
ち
よ
う
を
考
え
る
時

に
大
い
に
有
意
義
と
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　

最
後
に
、
今
回
の
訪
問
に
際
し
、
田
中
市

長
は
じ
め
、
一
條
神
社
川
村
公
彦
宮
司
、
澤

田
勝
行
さ
ん
、
商
工
会
議
所
、
青
年
会
議
所

ほ
か
祭
り
実
行
委
員
会
の
み
な
さ
ま
に
対
し
感
謝
の
念

が
堪
え
ま
せ
ん
。こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

３
万
６
千
人
の
市
民
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
四
万
十
市
が
、

聖
川
・
四
万
十
川
を
戴
き
、
末
永
く
御
発
展
さ
れ
ま
す
よ

う
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、今
回
の
訪
問
に
よ
り
四
万
十

市
が
私
ど
も
に
と
っ
て
京
に
次
ぐ
第
二
の
故
郷
と
な
り

ま
し
た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
、
ま
た
誇
り
に
思
い
ま

す
。 

 

四
万
十
市
の
み
な
さ
ま
へ

一
條 

實
綱 

 

東
京
都
杉
並
区

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り
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お
知
ら
せ

今月は

の納付月です

国民健康保険税　1期分

下水道事業受益者負担金　1期分

固定資産税　2期分

　台風や大雨、津波の際に、「避
難勧告」や「避難指示」を発令す
る場合があります。（主に災害対
策基本法第60条1項による）
　どちらも、災害から市民の生
命・身体を保護し、災害の拡大を
防止する必要性が特に認められ
るときに発令されるもので、区
域からの立ち退きを求めるレベ
ルは「避難勧告」より「避難指示」
の方が強くなります。
　「避難勧告」や「避難指示」が出
ない場合でも、危険を感じた場
合は、近くの避難所に自主的に
避難することも必要です。

「避難勧告」と「避難指示」

どこが違うの？？

問
（本庁）企画広報課 企画調整係

☎（３４）１１２９

　

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
（
四
万
十
市
、

宿
毛
市
、
土
佐
清
水
市
、
黒
潮
町
、
大
月
町
、
三
原

村
の
6
市
町
村
で
構
成
）
で
は
、
幡
多
地
域
の
観

光
情
報
や
地
域
情
報（
商
業
、工
業
、農
業
、福
祉
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
を
取
材
し
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送

を
通
じ
て
幡
多
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
や
高
知
県

内
へ
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
市
町
村
情
報
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
月
に
２
回
放

送
さ
れ
、平
成
24
年
3
月
30
日
ま
で
放
送
さ
れ
ま

す
。

　

毎
回
55
分
間
で
観
光
情
報
、
グ
ル
メ
ナ
ビ
な

ど
、地
域
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
放
送

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

○
放
送
時
間
　

毎
週
金
曜
日 

12
時
〜
12
時
55
分 

○
周
波
数
　
　

中
村
7
8
・5
M
H
z

　

○
番
組
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｆ
Ｍ
高
知
）
　
　

　

http
:/
/
w
e
lo
v
e
k
o
c
hi-ha

ta
.se
e
sa
a
.n
e
t/

　

ま
た
、毎
週
土
曜
日
朝
8
時
〜
8
時
55
分
に
は

安
芸
広
域
9
市
町
村
で
の
同
様
の
番
組
が
放
送

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、こ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
お
聞

き
く
だ
さ
い
。

We Love KOCHI ♥ 幡多広域 You 遊 Navi！

募
集

●
役
　
　

割
　

　

人
権
施
策
の
推
進
及
び
行
動
計
画
を
定
め
る
に

　

当
た
っ
て
、重
要
事
項
を
調
査
協
議
す
る
こ
と
。

●
任
　
　

期
　

３
年
以
内

●
募
集
人
員
　

４
人
以
内

●
対
　
　

象
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18

　
　
　
　
　
　
歳
以
上
の
人

●
応
募
方
法
　

感
想
文
の
提
出
　

　

テ
ー
マ
「
人
権
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

　

い
る
か
」

　
　

人
権
課
題
の
現
状
や
課
題
及
び
解
決
に
向
け

　

た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
4
0
0
0
字
以
内

　

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
、窓
口
、メ
ー
ル

　

で
も
受
付
）

●
提
出
期
限
　

７
月
19
日（
火
）

●
組
織
構
成

　

・
公
募
に
よ
る
市
民
　

４
人
以
内

　

・
公
共
団
体
等
の
代
表
　

８
人
以
内

　

・
人
権
問
題
に
関
し
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者

　

  

４
人
以
内

人権尊重の社会づくり協議会委員募集

（市）人権啓発課　☎（３５）１０３５　

E-mail：zinken@city.shimanto.lg.jp 居住者に立ち退きを促し、
勧めるもの

被害の危険が目前に切迫
している場合に発せられ
るもので、「避難勧告」より
も強く立ち退きを求める
もの《避難レベル》

弱

強

避難勧告

避難指示

 シュノーケリング教室
教
室
・
講
座

問 申

問 申

～水中観察と水生生物学習により、河川への理解を深めよう！～ 　

川
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
体
験
し
な
が
ら
、
川
の
特

性
や
危
険
を
察
知
す
る
能
力
、
感
覚
を
身
に
付
け

る
た
め
に
、小
学
校
高
学
年
対
象
の「
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
教
室
」を
実
施
し
ま
す
。

日
　

時
　

7
月
24
日（
日
） 

10
時
〜
12
時

　
　
　
　

※
小
雨
決
行

場
　

所
　

中
村
百
笑
町（
小
畑
）９
時
50
分
集
合

内
　

容
　

①
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
②
水
生
生
物

　
　
　
　

学
習
、③
河
川
環
境
学
習
、④
安
全
な
流

　
　
　
　

さ
れ
方
、⑤
着
衣
水
泳

　
　
　

■
消
防
、
警
察
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

　
　
　
　

シ
ョ
ン
を
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　
　
　
　

①
A
E
D
お
よ
び
救
急
法
、
②
ス
ロ
ー

　
　
　
　

バ
ッ
グ
、③
発
射
銃
お
よ
び
ロ
ー
プ
、④

　
　
　
　

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　
　
　

※
悪
天
候
や
緊
急
出
動
時
な
ど
実
施
で
き

　
　
　
　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料
　

無
料（
保
険
は
主
催
者
で
加
入
し
ま
す
）

募
集
人
数
　

小
学
生（
4
年
生
以
上
）20
人
程
度

　
　
　
　
　

（
先
着
順
）

受
付
期
間
　

7
月
8
日（
金
）〜
19
日（
火
）

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時

　
　
　

（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

（市）教育委員会 社会体育課　☎（34）2071

平
成
23
年
7
月
号

27



 

定期相談所
相

 

談

㈶四万十市体育協会事務局(市民スポーツセンター内)　☎(34)2071

教
室
・
講
座

問 申

　

水
泳
の
基
礎
か
ら
学
び
、上
手
に
泳
げ
る
よ
う

に
な
る
た
め
の
特
別
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
　

程 

【
第
1
講
習
】7
月
27
日（
水
）〜
30
日（
土
）

【
第
2
講
習
】8
月
17
日（
水
）〜
20
日（
土
）

【
第
3
講
習
】8
月
24
日（
水
）〜
27
日（
土
）

時
　

間
　

8
時
〜
9
時
（
受
付
…
7
時
30
分
〜
）

場
　

所
　

市
立
温
水
プ
ー
ル（
安
並
4
2
3
1
）

対
象
者
　

年
長
児
〜
中
学
生

定
　

員
　

各
講
習
50
人

　
　
　
　

（
希
望
の
講
習
か
ら
受
講
で
き
ま
す
）

　
　

※
各
講
習
の
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
講
料
　

1
講
習（
4
日
間
）…
2
0
0
0
円

　
　
　
　

2
講
習（
8
日
間
）…
3
5
0
0
円

　
　
　
　

3
講
習（
12
日
間
）…
5
0
0
0
円

入
館
料
　

1
5
0
円（
1
回
当
り
冷
水
期
／
小
人

　
　
　
　

料
金
市
内
・
市
外
共
）

※ 

回
数
券
・
会
員
券
を
利
用
で
き
ま
す

保
険
料
　

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
加
入
掛
金

　
　
　
　

6
0
0
円
　

　

※
未
加
入
者
の
み
対
象

　

（
保
険
期
間
…
受
講
日
〜
平
成
24
年
3
月
31
日
）

受
　

付
　

7
月
14
日
（
木
）10
時
よ
り
所
定
の
申

込
書
に
記
入
の
う
え
、
受
講
料
・
保
険
料
を
添
え

て
、
下
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
で
の

受
付
は
し
ま
せ
ん
）。

※ 

講
習
欠
席
の
場
合
、
受
講
料
な
ど
の
払
い
戻

　

 

し
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

夏休み早朝子供水泳教室

行政相談所

特設人権相談所

福祉のしごと
移動相談

福祉のしごと
日曜相談

無料農業経営相談

7月20日（水）
13時～16時

8月10日（水）
9時～12時

8月1日（月）
10時～12時
13時～15時

8月10日（水）
9時～12時

毎週月曜～金曜日
9時～17時

7月24日（日）
13時～17時

7月28日（木）

社会福祉センター

奥屋内下集会所

田黒集会所

奥屋内下集会所

社会福祉センター

JA高知はた
本所 3階

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田 二三生　☎（35）6414
           正木 卓夫      ☎（37）2560

《相談委員》中平 貞行　  ☎（52）1632

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・
セクハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待・
交通事故・裁判費用など人権に関
する問題

福祉関係の仕事に就職・転職を希
望する人の登録と就職に関しての
相談（無料・秘密厳守）

農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談（要事前予約）

（本　　庁）
総務課　☎（34）1804
（総合支所）
地域企画課　☎（52）1111

高知地方法務局
四万十支局
☎（34）1600

幡多福祉人材バンク
☎（35）5514
（四万十市社会福祉協議会内） 

日本政策金融公庫 高知支店
 農林水産事業 ☎ 088（825）1091

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

日　程講座名 時　間 定 員 場　所 講　師 用意するもの 申込期間

20時～21時
安並

温水プール

シミズ
ダンス
スタジオ

７月15日（金）～

8月2日（火）～小永 博子
働く婦人の家

２階 和室

45人

20人19時30分～21時

働く婦人の家講座

対象 　市内に居住または勤務している女性　　　　　　

受講料 　無料

申込方法 　本人に限り窓口・電話で受け付け。（定員になり次第締め切り）
　アクアビクスは9時～17時、フラダンスは9時～12時、13時～17時15分（土・日・休日除く）
　※ 講師の都合により日程が変更になることがありますのでご了承ください。

アクアビクス：（財）四万十市体育協会　☎（34）2071
フラダンス　：働く婦人の家　　　　　☎（34）6299

教
室

・
講
座

アクアビクス

フラダンス

（初心者対象）

7月26日　　　
　 ～10月4日
毎週火曜日
(全10回)

（9月13日は休み）

8月15日　　
　～10月10日
毎週月曜日
(全9回)

入館料実費、水着、
スイミングキャッ
プ 、保険料450円

服装は普段着（パ
ウスカート、ムウ
ムウなどをお持ち
の人は持参してく
ださい）、タオル、
水（水筒など）

問 申

平
成
23
年
7
月
号

28



平
成
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年
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月
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高知・であいのきっかけときめきパーティー in 四万十市
募
　

集

　

県
で
は
、独
身
者
に
出
会
い
の
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
場

と
し
て
、「
高
知
・
で
あ
い
の
き
っ
か
け
と
き
め
き
パ
ー

テ
ィ
ー
in
四
万
十
市
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
方
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

日
　
　

時
　

9
月
19
日（
月
・
祝
）
　

13
時
〜
17
時

場
　
　

所
　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十

定
　
　

員
　

男
性
60
人
　

女
性
60
人

参
加
費
用
　

3
5
0
0
円

参
加
対
象   

高
知
県
在
住
の
25
歳
以
上
40
歳
以
下
の
独
身
男
女

　
　
　
　
　

※
学
生
不
可
、年
齢
は
平
成
23
年
4
月
1
日
時
点

募
集
期
間
　

7
月
1
日（
金
）〜
8
月
11
日（
木
）

※
参
加
者
の
決
定
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。8
月
下
旬
に
参
加

　

決
定
の
通
知
を
事
務
局
よ
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法

　

ハ
ガ
キ
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
、
パ
ソ
コ
ン
・

　

携
帯
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー

　

ム
よ
り
応
募

　

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、性

　

別
、生
年
月
日
、年
齢
、職
業
、電
話
番
号
、

　

e
-m
a
il

ア
ド
レ
ス
を
明
記
の
上
、
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

※
記
入
漏
れ
の
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す

　

の
で
、必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

「ときめきパーティー開催事務局」

〒780-0805　高知市東雲町3-10　（株）高知広告センター内

☎ 088-885-1130　FAX 088-885-1100  e-mail：deai@kochikc.co.jp

HP：http://www.kochikc.co.jp/deai　

  または　『高知 ときめきパーティー 』で検索

 
催

 

し

問

　

13
世
紀
初
頭
か
ら
上
演
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ

る
、
ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
芸
能
「
ベ
ト
ナ
ム
水
上
人
形

劇
」
が
日
本
特
別
ツ
ア
ー
と
し
て
四
万
十
市
に
や
っ

て
き
ま
す
。

　

四
国
で
わ
ず
か
３
箇
所
の
み
で
行
わ
れ
る
貴
重

な
公
演
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、「
人

の
想
像
を
超
え
る
巧
み
な
操
作
が
さ
れ
て
い
る
」
と

評
さ
れ
る
人
形
劇
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

日
　

時
　

8
月
1
日（
月
）
　

15
時
〜
16
時
10
分

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

出
演
者
　

ベ
ト
ナ
ム
水
上
人
形
劇
団

入
場
料
　

大
人
　

2
0
0
0
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下
　

1
0
0
0
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、
西
土

　
　
　
　
　
　
　

佐
総
合
支
所
、
市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

（市）教育委員会 西土佐事務所　☎（52）1110

西土佐ふれあいホール自主事業

「ベトナム水上人形劇」
教
室
・
講
座

問 申

　

男
性
の
皆
さ
ん
、
家
庭
で
も
っ
と
料
理
を
し
ま

し
ょ
う
。短
時
間
で
調
理
が
で
き
、し
か
も
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
料
理
を
作
り
食
べ
て
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

日
　

時
　

7
月
31
日（
日
）
　

11
時
〜
13
時
30
分

場
　

所
　

市
立
働
く
婦
人
の
家

講
　

師
　

谷
崎 

佐
千
代
　

対
象
者
　

市
内
居
住
の
男
性

定
　

員
　

男
性
10
人

材
料
費
　

6
0
0
円

持
っ
て
く
る
も
の
　

エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん

内
　

容
　

簡
単
な
中
華
料
理

受
付
期
間
　

7
月
19
日
（
火
）
か
ら
、
本
人
に
限
り
　

　
　
　
　

働
く
婦
人
の
家
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
付

（
9
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分
／
土
・
日
を
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

働く婦人の家　☎（34）6299

～男女共同参画社会推進事業～

第2回 男性の料理教室

あ
な
た
は
、
火
災
の
怖
さ
を
真
剣
に

考
え
て
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器(

煙
式)

の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
の
死
亡
原
因
の
約
６
割
は「
逃
げ
遅
れ
」で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
、
１
ヶ
月

が
経
過
し
ま
し
た
。四
万
十
市
普
及
率
は
、昨
年
約
30
％
で

し
た
が
、
今
年
５
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
、約
64
％
と
大
幅
に
普
及
し
ま
し
た
。し
か
し
完
全
義
務

化
と
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
未
だ
取
り
付
け
ら
れ

て
い
な
い
住
宅
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
一
日
も
早
い
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

取
り
付
け
る
場
所
は
、
寝
室
に
使
わ
れ
て
い
る
す
べ
て

の
部
屋
と
、
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場

合
は
階
段
部
分
に
も
必
要
で
す
。

紐を引く

ボタンを押す

設
置
し
て
い
る
人
は
、
取
扱
説
明
書

を
確
認
し
な
が
ら
、
左
図
の
作
動
点

検
を
定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
が
発
生

し
た
場
合
、
早
期
に
警
報
音
で
知
ら
せ
て

く
れ
る
機
器
で
す
。

　

ま
ず
は
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が

一
番
大
切
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
自
身
が
火

災
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先　四万十消防署　☎(34)5881
 西土佐分署　☎(52)1143



市民のひろば

報　告報　告

報　告報　告

　

６
月
13
日
、く
ろ
し
お
鉄
道
古

津
賀
駅
の
ふ
れ
あ
い
花
壇
に
て
、

幡
多
農
業
高
校
園
芸
課
の
生
徒

さ
ん
の
指
導
の
も
と
、中
村
養
護

学
校
の
生
徒
さ
ん
と
、
地
域
の

人
々
が
共
に
花
の
植
え
替
え
を

行
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
取
り
組
み
、つ
な
が
り

を
大
事
に
、露
の
晴
れ
間
に
楽
し

い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　

秋
ま
で
咲
く
花
で
、駅
を
利
用

さ
れ
る
方
や
、道
行
く
方
々
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

四
万
十
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
新
世

代
活
動
委
員
会
で
は
事
業
の
一
環
と
し

て
、
標
語
入
り
の
鉛
筆
を
市
内
の
小
学

校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

鉛
筆
は
2
本
入
り
で
色
は
8
色
。
標

語
は
小
学
生
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、

書
物
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
、「
父

の
恩
は
山
よ
り
高
く
、
母
の
恩
は
海
よ

り
も
深
し
」と「
寒
さ
に
震
え
た
者
ほ
ど

太
陽
の
暖
か
さ
を
知
る
」
の
二
つ
に
決

め
ま
し
た
。

　

鉛
筆
を
配
布
す
る
際
に
標
語
の
意
味

を
話
し
て
も
ら
う
よ
う
、
学
校
関
係
者

の
皆
さ
ま
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

投稿者：渡辺利一（古津賀第二団地）

投稿：四万十ロータリークラブ

【配布小学校】
　下田、竹島、東山、蕨岡、大用、田野川、利岡、川登、
　八束、東中筋、中筋、中村南、口屋内、津野川、須﨑
　西ヶ方、川﨑、本村

 

募　集　種　目 日　　時

◆もったいないセミナー
（仮題）四万十流お米のおいしい
食べ方～玄米をおいしく食べて健康に～

◆移住者相談事業

◆新分野進出講座
（仮題）四万十のお米の

ブランド化

◆高付加価値型農業研修
有機農業

プロフェッショナル講座

会　　　　場 内　　　　容 講　　師

秋植えのダイコンの準備（太陽熱消毒の方法）
※天候や圃場の状況で内容変更の可能性あり
※野外研修ですので作業のできる服装で、熱
　中症対策の為の飲み物をご用意してくださ
　い。

山下農園や有機のがっこう「土佐自然塾」等での研修
※野外研修ですので作業のできる服装で来て
　ください
※参加費は無料ですが別途昼食代が必要です

米のマーケティング～高くお米を売れる人
たち～

小暮シェフによる、玄米のおいしい炊き方と
玄米ご飯にあう、四万十の素材をふんだんに
使った簡単料理のデモンストレーション

7月13日（水）

14：00～17：00

7月14日（木）

9：00～12：00

7月26日（火）

7：00～18：00

7月19日（火）

14：00～17：00

7月20日（水）

18：00～21：00

7月20日（水）

14：00～16：30

7月23日（土）

11：00～16：00

実地研修

鍋島圃場

（集合：あぐりっこ

研修センター）

品目別栽培方法の詳細

お米の加工ビジネス

「平成23年度 高知県U Iターン就職相談会」に四万十市雇用創造促
進協議会のブースを構え、四万十市へ移住・就職希望の方に関連す
る様々な情報提供を行います。今回は大阪での相談会です。京阪神
地域にお住いのご親戚・ご友人などで四万十市への移住希望の方
がいらっしゃいましたら、お声かけお願いいたします。

山下　一穂 氏

（有機のがっこう

「土佐自然塾」塾長）

座学

あぐりっこ研修センター

本山町で実地研修

および見学

（バスでの移動）

市立文化センター

中会議室

市立中央公民館　

調理室

TKP大阪梅田ビジ
ネスセンター
（大阪市福島区
5-4-21TKPゲートタワービル）

河野　律子 氏

(河野経営研究所)

小暮　剛 氏

（出張料理人・

料理研究家）

問
四万十市雇用創造促進協議会　 （34）0232
ホームページ http://shimanto-koyo.com

詳しくは四万十市雇用創造促進協議会のホームページや高知新聞折込チラシを
ご覧のうえお申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。

四万十市雇用創造促進協議会　7月開催講座

古
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く75

　

初
め
て
の
場
で
の
講
演
ー
中
で
も

子
ど
も
た
ち
に
対
面
し
た
際
に
は
、

自
己
紹
介
を
か
ね
て
次
の
よ
う
に
話

を
き
り
だ
し
た
り
し
ま
す
。

　

「
私
は
、こ
こ
に
木
を
植
え
に
来
ま

し
た
。…
…
」彼
ら
は
不
思
議
そ
う
な

顔
を
こ
ち
ら
に
む
け
て
き
ま
す
。

「
で
も
、
そ
の
木
は
、
街
路
や
校
庭
に

あ
る
木
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
、木
を
、植

え
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
キ
と
は
、

ヤ
ル
キ
、コ
ン
キ
、ユ
ウ
キ
…
…
な
ど

で
す
。こ
の
木
は
油
断
を
す
る
と
、弱

虫
と
い
う
名
の
虫
に
食
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
い
つ
に
負
け
な
い
た
め

に
は
肥
料
が
必
要
で
す
。
ナ
ニ
ク
ソ

と
い
う
肥
料
を
た
っ
ぷ
り
と
か
け
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
」

　

子
ど
も
た
ち
の
し
だ
い
に
輝
い
て

く
る
顔
を
見
て
私
も
シ
テ
ヤ
ッ
タ
リ

と
い
う
心
持
ち
で
話
を
続
け
ま
す
。

ー
で
も
こ
の
話
は
、
私
が
独
自
に
創

っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ

若
く
、
新
進
気
鋭
？
の
社
会
教
育
担

当
に
な
り
た
て
の
頃
、神
戸
市
の
、足

立
五
郎
兵
衛
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
事
あ
る
ご
と
に
私
が

考
え
出
し
た
か
の
よ
う
な
顔
を
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
話
し
て
は
人
気
度
を

上
げ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

退
職
前
の
学
校
の
新
任
挨
拶
と
し

て
も
つ
か
い
ま
し
た
。

　

赴
任
し
て
十
日
間
ほ
ど
も
経
っ

た
日
で
し
た
。廊
下
で
五
年
生
に
な

り
立
て
の
Ｍ
く
ん
と
す
れ
違
い
ま

し
た
。彼
は
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
に
、

モ
ジ
モ
ジ
し
た
後
、思
い
切
っ
た
よ

う
に
話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。

 

「
ぼ
く
は
こ
の
間
の
先
生
の
お
話
を

帰
っ
て
か
ら
お
母
さ
ん
に
話
し
て
、

二
人
で
考
え
ま
し
た
。い
ま
ま
で
の

ぼ
く
は
、心
や
体
に
変
な
木
を
植
え

て
き
ま
し
た
。病
気
と
い
う
木
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
あ
の
木
を
引
っ
こ
抜

い
て
、ゲ
ン
キ
の
木
に
植
え
替
え
た

い
と
思
い
ま
す
。」

　

私
は
こ
の
子
を
抱
き
し
め
た
い
、

そ
ん
な
強
い
衝
動
に
駆
ら
れ
た
も

の
で
し
た
。

　

海
辺
に
育
っ
て
い
て
も
、海
で
泳

い
だ
こ
と
も
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

遠
泳
大
会
を
さ
せ
ま
し
た
。

　

彼
は
最
初
、浮
き
輪
を
も
っ
て
海

に
入
り
ま
し
た
が
、途
中
か
ら
そ
ん

な
も
の
は
か
な
ぐ
り
捨
て
て
素
手

で
何
百
メ
ー
ト
ル
か
を
泳
ぎ
切
り

ま
し
た
。

　

今
は
す
っ
か
り
大
人
に
な
っ
て
、

社
会
の
荒
波
を
力
強
く
遠
泳
し
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
想
っ
て
い
ま

す
。
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名

広聴ファックス ０１２０－４５９７８７
フリーダイヤル し こ く ななはちなな

み な さ ん の 声 を
聴 か せ て く だ さ い

　｢開かれた市政」を推進するために、市民の皆さん一人ひと
りが持っている市政に対する意見、提言や要望、苦情などをお
聴かせください。　

広聴メール 四万十市公式ホームページ上に設けています

h t tp : //www.c i ty . s h imanto . l g . j p /

あ

ご
　

ろ
　

 

べ
　

 

え

だ
ち

す   

で

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希
望
を

聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　
　

（
本
庁
）
市
民
課

（
３
４
）
１
１
１
３

　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

四万十いやしの里（いやしの湯）　営業時間変更

期　　間　７月、８月の土曜日、日曜日
営業時間　（変更前）6時～9時、11時～22時
　　　　　（変更後）6時～22時（継続営業）

四万十いやしの里　☎（31）5111
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中村水道工事センター

㈱中村住設

㈲大杉設備工業

㈲福永工業

㈲カキタニ設備

岡崎プロパン㈱

㈲夕部設備

西南管工

㈱奥宮工業

㈲大同設備

㈲石井建設

㈲山下建設

豚座建設㈱
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別
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休
館
日
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案
内 

★

一
般
書

７ （445冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

アンダルシア

銀の島

再発

自然災害最新サバイバルＢＯＯＫ

創業者列伝

犯罪

暴走する原発

履歴書代わりに

真保　裕一

山本　兼一

田中　秀一

(枻出版社)

(学研)

フェルディナント・フォン・シーラッハ

広河　隆一

吉村　昭

いちばんでんしゃのしゃしょうさん

動く遊べる小学生のおもしろ工作 eco編

カメレオンのレオン

コックのぼうしはしっている

そうべえふしぎなりゅうぐうじょう

どろんこライオン

ねこのうたたね

ぼくたちのサマー

おおとも　やすお

(成美堂出版)

岡田　淳

シゲタ　サヤカ

たじま　ゆきひこ

佐々木　マキ

どい　かや

本田　有明

　

日
頃
は
図
書
館
の
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

幸
徳
秋
水
刑
死
1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、中
央
公
民
館

を
会
場
に
し
て
特
別
展
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
は
、
9
月
10
日
（
土
）
〜
25
日
（
日
）
で
す
。
特
別
展
の
開
催
に
あ

た
っ
て
、新
し
い
資
料
の
掘
り
起
こ
し
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
開
さ
れ
て
い
な
い
幸
徳
秋
水
の
資
料
に
つ
い
て
ご
存
知
の
方
は
、情

報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

7
月
11
日（
月
）定
　

休
　

日
　
　
　

29
日（
金
）館
内
整
理
日

　
　

18
日（
月
）定
　

休
　

日
　

8
月
1
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

25
日（
月
）定
　

休
　

日
　
　
　

8
日（
月
）定
　

休
　

日

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
Ju ly

　

市
の
Ｐ
Ｒ
冊
子
の
作
成
に
と
り
か

か
っ
た
。
各
課
か
ら
市
政
の
情
報
を
か

き
集
め
る
作
業
は
大
変
で
気
が
重
い
。

　

ま
ず
は
自
分
の
も
っ
て
い
る
情
報

を
整
理
。
産
業
、
健
康
、
環
境
な
ど
分
野

ご
と
に
本
市
ら
し
い
魅
力
的
な
取
り

組
み
を
思
い
出
し
て
は
書
き
記
す
。
と

き
に
は
過
去
の
広
報
記
事
を
引
っ
張

り
出
し
ア
レ
ン
ジ
。
案
外
、
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
広
報
編
集
を
通
じ
て
、
市

の
最
新
情
報
や
市
独
自
の
施
策
な
ど

を
熟
読
す
る
こ
と
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
市
政
情
報
が
頭
の
片
隅
に

蓄
積
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
が
こ
の
仕
事
の
魅
力
か
も
…
。

　

（
Y
.
T
）

今月の統計調査7月
調　査　名 実　施　状　況調　査　該　当　地　区

右山元町、右山天神町、
不破、緑ケ丘団地

家計調査〔県主管〕 実施中

実施中
家計消費状況調査
〔国主管〕

不明
※国主管の調査のため
該当地区の詳細は不明です

準備調査中労働力調査 具同田黒３丁目

実施中個人企業経済調査
中村東町、中村於東町、
中村新町、中村一条通、
中村大橋通

７月下旬から実施毎月勤労統計(特別)

中村大橋通、中村右山、
中村羽生小路、不破、
角崎、小西ノ川、大用、
住次郎、片魚、大屋敷、常六

（県）総務部 統計課　　088（823）9344
(34)1711
(52)1111

「広報四万十」8月号は8月3日(水)発送予定です「広報四万十」8月号は8月3日(水)発送予定です「広報四万十」8月号は8月3日(水)発送予定です
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